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ごみ減量市民会議 3 年間の活動まとめ

Ⅰ.生駒市ごみ減量市民会議の設置

生駒市ごみ減量市民会議開催要綱（資料１参照）に基づく。

Ⅱ.設置の趣旨

市民・事業者・行政の連携により、ごみ減量に向けた活動を実践し平成 23 年 5 月

に策定された「生駒市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（ごみ半減プラン）」に掲げる

燃えるごみの半減目標を達成するため、生駒市ごみ減量市民会議を開催する。

Ⅲ.参加者

生駒市ごみ減量市民会議開催要綱第 3 条に基づく。

第３条 市長は、次に掲げる者のうちから、会議へ参加する者(以下「参加者」という｡)

に参加を求めて会議を開催するものとする。なお、原則として同一の者に継続して会議

への参加を求めるものとする。

(1) 生駒市ごみ半減会議会員のうち、ごみ減量に向けた活動の実践に賛同する者

(2) 市民団体等の代表者

(3) その他市長が必要と認める者

生駒市ごみ減量市民会議名簿

平成28年度 平成29年度 平成30年度

坂本 剛伸 坂本 剛伸 坂本 剛伸 座長

藤堂 宏子 藤堂 宏子 藤堂 宏子 座長代行

淡輪 勝人 淡輪 勝人

藤澤 清二 藤澤 清二 藤澤 清二

永野 洋子 永野 洋子 永野 洋子

山下 博史 山下 博史 山田 龍三

田中 勝久 田中 勝久 田中 勝久

藤尾 庸子 藤尾 庸子 藤尾 庸子

石川 千明 石川 千明 清水 綾

下山 一則 下山 一則 下山 一則

奥田 髙弘 奥田 髙弘 奥田 髙弘

小山 忠昭 小山 忠昭 小山 忠昭

山口 昭夫 山口 昭夫 山口 昭夫

藤中 章夫 藤中 章夫 藤中 章夫

寺井 孝幸 寺井 孝幸 寺井 孝幸

中谷 充隆 大隈 利明 山村 浩之

備 考
氏名
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Ⅳ.生駒市ごみ減量市民会議活動内容

生駒市ごみ減量市民会議は、その活動にあたり以下の①から⑥を軸に活動を行う事

を会議の中で確認し実施してきました。

①市民意識の把握

平成 28 年 9 月に実施した「ごみ減量化にむけて」アンケートの内容を把握しま

した。この中で、有料化によるごみ減量を効果的と感じる人がごみ有料化前に実施

したアンケート結果に比べ増えており、ごみが減っていると市民が感じていると考

えられます。ごみ有料化の収入について市民への還元を求める意見も確認しました。

また、環境フェスティバルやいこま魅力博等のイベント内でシールアンケート等

を実施しイベント参加者の意見を確認しました。主な内容は以下のとおりです。

(1) 家庭ごみ有料化が始まって、燃えるごみ

の量が減ったと感じている回答が 86.6％と

多くの人が減量を感じています。（平成 28

年 11 月 13 日いこま博実施分）

(2) ミックスペーパーを分別しているとの

回答は 85.8％と多くの人が実施していま

す。（平成 28 年 11 月 13 日いこま博、平成

29年 6月 25日環境フェスティバル実施分）
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(3) リユースの取り組みとして清掃リレーセンターでリユース可能な大型ごみ

を無料収集していることを知っている人は 51.1％、小型家電回収ボックスが

ある場所を知っている人は 50.2％とそれぞれ約半数でした。（平成 29 年 6 月

25 日環境フェスティバル実施分）

(4) 生ごみについての確認では、エコクッキ

ングに心掛けている人は 79.8％、水切り

などの対応をしている人は、95.7％、生ご

み処理器を使っている人は 18.5％となっ

ています。（平成 29 年 11 月 12 日いこま

魅力博実施分）
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(5) 生ごみ処理器「キエーロ」を知っている人

は、47.4％となりました。（平成 29 年 11 月 12

日いこま魅力博から平成 30 年 11 月 11 日いこ

ま魅力博までの 4 回のアンケートの結果）

（アンケートの詳細は、資料２イベントでの啓

発活動を参照。）

②自治会単位の懇談会の実施

自治会懇談会実施内容

「燃えるごみ削減に向けて」（資料３ ごみ減量市民会議活動資料 参照）の説

明に続いて、懇談にてごみの出し方について説明を行い、その後、質疑応答を実施

しました。この時、会場の大きさや参加人数に応じてグループに分け懇談を実施

しました。減量の取り組みについてキエーロの説明も行い、興味を持たれる方に

モニターになっていただきました。
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開催状況（詳細は、資料４ 自治会懇談会の実施 参照）

年度 開催日 団体 参加人数 備考

28 平成 28 年 10 月 6 日 萩の台住宅地自治会 36 名

平成 28 年 11 月 6 日 あすか野自治会 18 名

平成 29 年 1 月 9 日 小明台自治会 30 名

平成 29 年 2 月 19 日 辻町ｱｰﾊﾞﾝﾗｲﾌ自治会 20 名

29 平成 29 年 5 月 17 日 いこま寿大学 4 名

平成 29 年 5 月 18 日 いこま寿大学 12 名

平成 29 年 12 月 3 日 ひかりが丘自治会 不用品交換会参加者が対象
のため人数不明
キエーロモニター5 名[応募

平成 29 年 12 月 15 日 壱分町西自治会 32 名 キエーロモニター3 名応募

30 平成 30 年 5 月 16 日 いこま寿大学 8 名

平成 30 年 5 月 17 日 いこま寿大学 3 名

平成 30 年 6 月 15 日 壱分町東自治会 34 名

平成 30 年 7 月 15 日 鹿ノ台自治連合会 27 名 キエーロモニター１名応募

平成 30 年 7 月 21 日 谷田町自治会 31 名 キエーロモニター２名応募

平成 30 年 11 月 18 日 東旭ヶ丘自治会 47 名 キエーロモニター６名応募

平成 30 年 12 月 8 日 北大和自治会連絡協議会

環境整備委員会

28 名 キエーロモニター６名応募

平成 30 年 12 月 14 日 久保自治会 26 名 キエーロモニター１名応募

平成 31 年 2 月 24 日 萩原町自治会 30 名 キエーロモニター７名応募

3 年間で 17 回実施。参加者合計 386 名。

懇談の中で市民から収集した主な意見は以下のとおり。

(1) プラスチック製容器包装の分別がわかりにくい。

(2) プラスチック製容器包装は、製品のプラスチックとなぜ分けなければならない

のか分からない。

(3) 汚れたプラスチック製容器包装をどこまできれいにすればよいか、燃えるごみ

に出したほうがいいか、判断が難しいと感じている。

(4) クリーニングのビニールカバー・プラスチックのハンガー、バラン、商品やサ

ービス紹介の冊子を包むビニール等、プラスチック製容器包装の対象外である

ことを知らなかった。

(5) ミックスペーパーの分別がわからない。

(6) シュレッダーの紙はリサイクルのごみとして出せるのか。
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(7) お酒のパック等内側が銀色の素材でコーティングされているものはリサイク

ルとして出せるか。

(8) ㈱生駒市衛生社の冊子が分かりやすい。

(9) ごみ有料化に伴う歳入、歳出について。

(10) このような説明会をもっと実施すればいいのでは。（ごみ分別、キエーロ啓発

等の話を受けて）

(11) 有料化後、自分の出すごみが減ったと感じている人が多い。

(12) 燃えるごみをさらに減らすことができると感じている人は多くいる。

③有料化の成果についての PR

自治会懇談会において、家庭系燃えるごみ有料化後のごみの状況をパワーポイン

トで説明を実施しました。（資料３内「燃やすごみ削減に向けて」を参照。）

家庭系燃えるごみ有料化後に燃えるごみが減少している状況を感謝の気持ちを

伝えながら数値を踏まえて説明しました。また、一方で資源化できる紙類、プラス

チック製容器包装等が燃えるごみに混在している状況を説明し、ごみの分別の必要

性について説明しました。

説明後に参加者との対話を行い、家庭系燃えるごみ有料化においてごみが減った

と感じている人が多いこと、ごみの減量、分別の余地がまだ有ると感じている人が

いることを確認しました。

④生ごみの減量

(1) 食品ロス削減に関する啓発活動

自治会懇談会や各種イベントにおいて、家庭から排出される燃えるごみの中に

生ごみが約４割を占めていることを紹介し、賞味期限切れの廃棄や食べ残しによ

る廃棄で燃えるごみが増えないよう、食品ロスを生まない意識についての啓発や

生ごみ処理器の活用、フードドライブの活用等、啓発活動を実施しました。

(2) エコクッキング開催

生駒市健康づくり推進員連絡

協議会が開催している料理教室

において、エコクッキングを６回

開催し、調理に先立ちごみの分別

についての説明を実施し、調理中

に、生ごみを減らすための調理の

工夫を紹介しました。
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エコクッキング開催状況（資料５ エコクッキング教室の開催 参照）

年度 開催日 参加人数 場所

29 平成 30 年 2 月 23 日 30 名 セラビーいこま 3 階 調理室

30 平成 30 年 8 月 28 日 31 名 北コミュニティセンターISTA はば

たき２階 調理室

平成 30 年 11 月 27 日 16 名 たけまるホール 1 階 調理室

平成 30 年 11 月 30 日 41 名 生駒幼稚園１階 多目的室

平成 31 年 1 月 30 日 26 名 セラビーいこま３階 調理室

平成 31 年 3 月 28 日 46 名 北コミュニティセンターISTA はば

たき２階 調理室

参加者合計 190 名

(3) フードドライブ実施

たけまるホール１階調理室前で毎週木曜日午前９時から午前１２時まで受付。

平成 29 年 4 月から平成 31 年 3 月末までに７２４点、２３３ｋｇの食品が集ま

り、フードバンク奈良を通して、福祉施設へ提供されました。

(4) ゼロ・ウェイスト宣言自治体視察（斑鳩町）

ゼロ・ウェイストとは、無駄・ごみ・浪費 をなくすという意味で、出てきた廃

棄物をどう処理するかではなく、そもそもごみを生み出さないようにしようとい

う考え方です。このゼロ・ウェイスト宣言を行い、生ごみについては分別収集を行

っている斑鳩町の視察を行いました。生ごみはモデル地区内の希望者のみで実施

しており視察時には斑鳩町の半数の世帯で実施しているとのことでした。各家庭

では密閉式のバケツ（ごみ出しの際には水切りできる）を使用し、集積所の専用バ

ケツに生ごみを投入し、収集時は専用バケツを含め回収されバケツは洗浄されて

次回収集の前日までに戻される流れとなっていました。
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⑤キエーロの普及

ごみ減量市民会議の参加者自

らキエーロを使用し、ごみ減量市

民会議において使用状況の確認を

行い、普及時の説明方法について

確認しました。このことを踏まえ

て、キエーロ製作講座、自治会懇

談会、各種イベントでプランター

de キエーロの普及活動を実施し

ました。

製作講座等実施状況（資料６ 生ごみ処理器「キエーロ」啓発活動 参照）

年度 開催日 イベント 人数

28 平成 28 年 6 月 26 日 環境フェスティバル内キエーロ

製作講座

20

平成 28 年 7 月 30 日

31 日

夏休み環境自由研究「ごみキエ

ーロしよう！」

33

平成 28 年 10 月 1 日 キエーロ製作講座 27

平成 28 年 10 月 8 日 キエーロ製作講座 26

29 平成 29 年 6 月 3 日 キエーロ製作講座 17

平成 29 年 6 月 10 日 キエーロ製作講座 9

平成 29 年 6 月 11 日 キエーロ製作講座 11

平成 29 年 7 月 22 日

23 日

夏休み環境自由研究「ごみキエ

ーロしよう！」

56

平成 29 年 8 月 4 日 キエーロ製作講座 20

30 平成 30 年 6 月 30 日 キエーロ製作講座 20

平成 30 年 7 月 7 日 キエーロ製作講座 - 豪雨のため中止

平成 30 年 7 月 21 日

22 日

夏休み環境自由研究「ごみキエ

ーロしよう！」

46
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プランターde キエーロモニター参加者

（参加者 1 名にベランダ de キエーロ 1 台を配布）

平成 28 年度 106 名（イベント 106 名、個別申込 0 名）

平成 29 年度 144 名（イベント 113 名、個別申込 31 名）

平成 30 年度 154 名（イベント 66 名、個別申込 88 名）

3 年間合計 404 名（イベント 285 名、個別申込 119 名）

モニター参加者のアンケート結果から、使用方法を誤っているために、臭いや虫

が発生し、使用を断念している状況から、アフターフォローのチラシを作成し、対

象者へ送付しました。

⑥資源ごみの分別

自治会懇談会において実際の資源ごみ等（ペットボトル、プラスチック製容器包

装、製品のプラスチック、ミックスペーパー等）を確認いただき、分別の正しい方

法や集団資源回収の活用を紹介し、その後、グループに分かれ対話形式で市民の疑

問に回答しました（質問内容は 5 ページ、6 ページ参照）。実際のごみを用いたり、

商品毎に個別に分別方法を紹介することで、参加者から「分かりやすい」「もっと他

でもこのような場を設けてほしい」との声がある一方、容器包装リサイクル法に基

づくプラスチック製容器包装の分別が「分かりにくい」、「同じプラスチックなのに

製品と包装となぜ分ける必要があるのか」との意見もありました。

（資料７ 資源ごみ量の推移 参照）

Ⅴ.活動評価のまとめ

１.燃えるごみ減量の状況

家庭系燃えるごみ量は平成 30 年度において平成 25 年度と比較し重量では 13.2％

の減少となり、ごみ減量市民会議においての目標 25％には届かない状況でした。ま

た、ごみ減量市民会議の活動を開始した平成 28 年 7 月以降で見ると家庭系燃えるご

みの量はほぼ増減無しの状況です。この状況についてこれまでの活動に基づき、その

要因を以下のとおりまとめます。

(1)啓発の成果

資料１３のごみ排出量の推移及び目標達成状況から、ごみ分別の種類の変更や有料

化等の施策を実施しないと大きな数値の変化にならないと言えます。また、有料化導

入にあたって、学識経験者から「生駒市はごみ有料化実施後リバウンドしやすいと考

えられる」との意見を聞いていた中、ほぼ増加無しで推移していることから、ごみ減

量市民会議での啓発等の成果でリバウンドを防いでいるとも考えられます。
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(2)生ごみ分別処理の施策が無かった

「生駒市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（ごみ半減プラン）」では、生ごみをエコ

パーク 21 で処理する計画を示していましたが、結果的に実現しないまま今日に至っ

ています。また、これに変わる代替案も無い状況です。このことから、生ごみを燃え

るごみから減量する方法は、生ごみ処理器の活用のみで、自家処理しかなく、リサイ

クルの推進を説明できない状況にありました。

生ごみは燃えるごみの中の約 4割（重量比）を占めると組成調査の結果で示されて

おり、生ごみ分別処理の施策があれば、燃えるごみ半減の達成は難しいとしても、現

状よりさらに減量できた可能性はあると思われます。

(3)ごみ減量の重量と容量の結果の差

市民の意識の把握として調査や懇談の中で確認した結果としては、有料化により燃

えるごみが減ったと多数の人が感じています。

燃えるごみの重量比では 13.2％の減量ですが、容量比でみれば減少率は 33.9％を

超えています。（資料８ 燃えるごみの量の変化 参照）市民としての実感は使用す

るごみ袋の大きさや集積所に積まれたごみの量によるものとなります。

収集量や組成調査の結果（資料９ 燃えるごみの各組成の重量と容量の比率 参照）

を用いて確認すると、平成 29 年度に実施した燃えるごみの組成調査結果を平成 30 年

度の燃えるごみの量に適応させた状況から、生ごみは重量では燃えるごみの 46.2％と

なっていますが、容量では 17.4％であり、プラスチック製容器包装の約 25.6％、ミッ

クスペーパーの 18.5％に次いでの量となっています。

生駒市の指定ごみ袋が容量制であるため、容量の多いものから分別を実施すると比

較的重量の軽いものから分別が進んでしまい、その結果、重量での減量が進みにくい

状況となっていると考えます。

２.生ごみの減量について

燃えるごみ減量における生ごみの減量の取り組みとして、市民が実践できることは、

「調理時の廃棄を減らす」、「食べ残しをしない」、「水切りをする」、「生ごみ処理器で

自家処理をする」等の取り組みがあります。

市民が実践している状況は、調査の結果から、

(1)エコクッキングに心掛けている人は、77.6％

(2)水切りなどの対応をしている人は、95.7％

(3)生ごみ処理器を使っている人は、18.5％

（平成 29 年 11 月 12 日いこま魅力博実施分）
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(4)生ごみ処理器「キエーロ」を知っている人は、47.6％

（平成 29 年 11 月 12 日いこま魅力博から平成 30 年 11 月 11 日いこま魅力博までの

4 回のアンケートの合計結果）

となっています。

生ごみは、燃えるごみ全体でみて重さでは、４割を超える比率ですが、容量では

17.4%となっており、ごみ有料化の指定袋制で分別が進みにくい分類です。

また、市民の方の普段の取り組みですでに水切りやエコクッキングは多くの方が取

り組まれており、食生活の中での大幅な減量は難しいと考えられます。ただし、「食品

ロスの削減の推進に関する法律」が令和元年 5 月 31 日に公布されたこともあり、今

後、食品ロス削減の取り組みについて継続して実施する必要性があると考えられます。

さらに、生ごみ処理器については、平成 29 年 11 月 12 日いこま魅力博でのアンケ

ート結果で生ごみ処理器を使っている人は 18.5％にとどまっており、プランターde

キエーロのモニター結果において１年後の継続率は約６割程度となっているので、生

ごみ処理器だけで減量を進めることは難しい状況です。

３.啓発活動の必要性

ごみ減量市民会議において、自治会懇談会、キエーロ製作講座、エコクッキング教

室、環境フェスティバル等イベントでの啓発を行いました。また、生駒市においても

小学校 4 年生の環境学習において、生駒市清掃センターの施設見学や㈱生駒市衛生社

の協力によるごみ収集体験学習（資料１０ 小学校４年生のごみ学習 参照）を行っ

ている他、どこでも講座でごみに関する説明会や処理施設の見学案内等実施していま

す。このことを踏まえて、以下に示す市民の意見や状況から啓発活動は今後も継続し

て実施することが重要と考えます。

(1)ごみの分別については、多くの方が分別を行っていますが、さらに分別ができる

余地があることを確認できました。分別の方法について文字の情報だけでは分か

りにくいことを懇談会等で説明することにより理解してもらえます。ただし、プ

ラスチック製容器包装については、対象となるかどうかの判断に迷ううえ、容器

包装リサイクル法に基づくことからプラスチック製品は対象にならないことが

理解されにくい状況であり、説明に工夫が必要です。

(2)生ごみについては、シールアンケート等での結果において、キエーロやフードド

ライブの言葉を知らない方が半数以上あり、食品ロス削減につながる取り組みに

ついて、今後さらなる啓発が必要です。

(3)自治会懇談会については、「話を聞けて良かった」「もっと開催すべき」との意見

がありました。
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(4)キエーロについても自治会懇談会同様、市民からもっと紹介の機会を増やすべき

との声がありました。

(5)エコクッキングや自治会懇談会での班分けのティーミーティングは場を和まし、

前向きな雰囲気になることが多くありました。今後の活動においての工夫の材料

となります。

Ⅵ.今後の取り組みの提案

新たな生駒市一般廃棄物処理基本計画は令和３年４月施行する予定で、それまでは、

現計画に基づくことになりますが、これまで実施してきた結果から、燃えるごみの減

量は、新たな施策を策定しなければ、難しい状況です。このことから、令和元年８月

から活動する新たな組織は、現計画が終了するまで、燃えるごみが増加しないよう啓

発を実施していくこととし、より啓発活動を中心とした取組を行います。

Ⅶ.新たな生駒市一般廃棄物処理基本計画に向けての提案

生駒市一般廃棄物処理基本計画の次期計画に向けて、これまでの活動に基づき以下

の提案を示します。

(1)ごみ分別の種類の変更や有料化等の施策を実施しないとごみ減量の数値の変化が

現れにくい。そのため、生駒市一般廃棄物処理基本計画の次期計画においては、現状

の計画を検証の上、実現可能な施策と目標数値をお願いしたい。

(2)今後の超高齢化社会の到来に向けて、現状のごみステーション方式の出し方では、

坂道の多い中でのごみ出しの負担が多くなることが予想され、戸別収集について検討

する。また、プラスチック製容器包装の分別の複雑さに伴う負担を軽減するため廃プ

ラ（プラスチック製容器包装以外のプラを含む）の収集対応を検討する。

(3)生ごみや剪定枝等の廃棄物について焼却に頼らないごみ処理手法の導入を検討し、

視察を行った斑鳩町の生ごみの処理手法や鹿児島県にバイオによる処理施設が稼動

しており、これらを参考にする。

(4)Ⅴ評価のまとめ、１．燃えるごみ減量の状況、(3)ごみ減量の重量と容量の差に記述

する内容のとおり、市民の感覚ではごみの量を容量で見ていることが多いことから、

生ごみのような重さに対して容量が小さいものについては、目標（重量比）に対して

結果が伴いにくい状況であることから、今後の目標の設定として重量と合わせて容量

での評価を取り入れる。



   生駒市ごみ減量市民会議開催要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、市民・事業者・行政の連携によりごみ減量に向けた活動を実践し「生

駒市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（ごみ半減プラン）」に掲げる燃えるごみの半減目

標を達成するため、生駒市ごみ減量市民会議を開催することに関し必要な事項を定める

ものとする。 

（目的） 

第２条 生駒市ごみ減量市民会議の会議（以下「会議」という｡）は、以下の事項について

意見を求め、及び実践を求めるため開催する。 

 (1) ごみ減量の実践に関する基本的な方針に関すること 

 (2) ごみ減量の実践に関する手法に関すること 

 (3) ごみ減量に向けた活動の実践に関すること 

 (4) その他ごみ減量の推進に関し市長が必要と認める事項 

（会議の開催） 

第３条 市長は、次に掲げる者のうちから、会議へ参加する者(以下「参加者」という｡)に

参加を求めて会議を開催するものとする。なお、原則として同一の者に継続して会議への

参加を求めるものとする。 

 (1)  生駒市ごみ半減会議会員のうち、ごみ減量に向けた活動の実践に賛同する者 

(2) 市民団体等の代表者 

(3) その他市長が必要と認める者 

 （運営） 

第４条 会議は、参加者の互選により定める座長が進行する。 

２ 座長に事故あるときは、あらかじめ参加者の互選により定める座長代行が会議を進行す

る。 

３ 市長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、その意見若しくは説

明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

 （分科会） 

第５条 市長は、必要があると認めるときは、分科会を開催することができる。 

２ 市長は、参加者その他必要と認める者のうちから分科会への参加を求めるものとする。 

 （開催期間） 

第６条 会議の開催期間は、３年間を目途とする。 

 （謝礼等） 

第７条 会議の参加者に対し、謝礼として日額５，０００円を支払うものとする。ただし、 

市長の求めにより、参加者が会議の目的を達成するため市外に出張した場合は電車賃等の

実費相当額を、会議以外で市内において出務した場合は一律日額５００円をそれぞれ謝礼

として支払うものとする。 

（庶務）  

第８条 会議の庶務は、環境保全課において処理する。  

（施行の細目）  

第９条 この要綱に定めるもののほか、会議に関し必要な事項は、市長が別に定める。  

   附 則  

 この要綱は、平成２８年７月１４日から施行する。  

資料１ 



  資料２ 

① 

 

イベントでの啓発活動 

 

平成２８年度 

・いこま博 平成２８年１１月１３日（日）１０：００～１５：００ 

シールアンケート実施 参加者 ５２８名 

  アンケート集計結果 

１．有料化が始まってから、燃えるごみの量は減りましたか。 

①はい         ４５７名(８６．６％) 

②いいえ          ５４名(１０．２％) 

③どちらとも言えない     ９名( １．７％) 

④無回答          ８名( １．５％) 

 

２．ミックスペーパーを分別していますか。 

①はい         ４５２名(８５．６％) 

②いいえ          ７３名(１３．８％) 

③どちらとも言えない     ０名( ０．０％) 

④無回答          ３名( ０．６％) 

 

３．生ごみは絞ってから出すなど、減らすための取り組みをしていますか。 

①はい         ４６１名(８７．３％) 

②いいえ          ５５名(１０．４％) 

③どちらとも言えない     ０名( ０．０％) 

④無回答         １２名( ２．３％) 

 

平成２９年度 

・環境フェスティバル 平成２９年６月２５日（日）１０：００～１４：５０  

シールアンケート実施 参加者 ６６０名 

  アンケート集計結果 

１．ミックスペーパーを分別して出していますか。 

①はい         ５６７名(８５．９％) 

②いいえ          ９１名(１３．８％) 

③どちらとも言えない     １名( ０．２％) 

④無回答          １名( ０．２％) 

 

２．生駒市が行っている「リユース（再使用）」の取り組みを知っていますか。 

 イ．もったいない食器市 



  資料２ 

② 

 

①はい         ６０４名(９１．５％) 

②いいえ          ５５名( ８．３％) 

③どちらとも言えない     １名( ０．２％) 

④無回答          ０名( ０．０％) 

 

 ロ．リレーセンターでのリユース可能な大型ごみの無料収集 

①はい         ３３７名(５１．１％) 

②いいえ         ３２０名(４８．５％) 

③どちらとも言えない     １名( ０．２％) 

④無回答          ２名( ０．３％) 

 

３．小型家電回収ボックスがある場所を知っていますか。 

①はい         ３３１名(５０．２％) 

②いいえ         ３１７名(４８．０％) 

③どちらとも言えない     ４名( ０．６％) 

④無回答          ８名( １．２％) 

 

◎問３「小型家電回収」と問２ ロの「リレーセンターでのリユース可能な大型ごみの無

料収集」の認知度が低いことが今後の課題。 

 

 

・いこま魅力博 平成２９年１１月１２日（日）１０：００～１５：００ 

キエーロモニター募集 プランターde キエーロ １６名応募 

シールアンケート実施 参加者 ５３５名 

  アンケート集計結果 

１．いちばん良く使うごみ袋のサイズはどれですか。 

①７ℓ         １３５名(２５．２％) 

②１５ℓ         １６０名(２９．９％) 

③３０ℓ         １４０名(２６．２％) 

④４５ℓ          ９９名(１８．５％) 

⑤無回答          １名( ０．２％) 

 

２．生ごみを減らす取り組みについてお聞きします。 

 イ．生ごみ処理器を使っていますか？ 

①はい         ９９名(１８．５％) 

②いいえ        ４３６名(８１．５％) 



  資料２ 

③ 

 

③どちらでもない。    ０名( ０．０％) 

④無回答         ０名( ０．０％) 

 

 ロ．エコクッキングに心掛けていますか？ 

①はい        ４１５名(７７．６％) 

②いいえ         ９４名(１７．６％) 

③どちらでもない。   １１名( ２．１％) 

④無回答         ０名( ０．０％) 

 

 ハ．その他（水きり等をしていますか？） 

①はい        ５１２名(９５．７％) 

②いいえ         ２０名( ３．７％) 

③どちらでもない。    ０名( ０．０％) 

④無回答         ３名( ０．６％) 

 

３．生ごみ処理器「キエーロ」を知っていますか？ 

①はい        １７５名(３２．７％) 

②いいえ        ３５７名(６６．７％) 

③どちらでもない。    ０名( ０．０％) 

④無回答         ３名( ０．６％) 

 

◎エコクッキングや水切り等の取り組みは多くの方が実施していただいている。 

「キエーロを知っていますか」という質問について、約３２%の方が「はい」と回答、予

想以上に知っていただいている。 

 

 

平成３０年度 

・環境フェスティバル 平成３０年６月２４日（日）１０：００～１５：００ 

キエーロモニター募集 プランターde キエーロ ２０名応募 

シールアンケート実施 参加者 ９００名 

  アンケート集計結果 

食品ロスを減らす取り組みについてお聞きします。     

①冷蔵庫の中をチェックしていますか？ 

(1)消費期限をチェックしている。 

４７０名(５２．２％) 

(2)消費期限の他、傷み具合もチェックしている。 



  資料２ 

④ 

 

                ３９２名(４３．６％) 

(3)チェックしていない。 ４５名( ５．０％) 

(4)無回答         ０名( ０．０％) 

 

※９００名を超えていますが、２以上の回答をされた 

方がおられる為です。 

 

②フードドライブを市が行っていることを知っていますか？ 

(1)はい        ４２３名(４７．０％) 

(2)いいえ        ４１９名(４６．６％) 

(3)無回答        ５８名( ６．４％) 

 

③エコクッキングに心掛けていますか？ 

(1)はい        ６４４名(７１．６％) 

(2)いいえ        ２０７名(２３．０％) 

(3)無回答        ４９名( ５．４％) 

 

生ごみ処理器「キエーロ」を知っていますか？ 

(1)はい        ５０５名(５６．１％) 

(2)いいえ        ３４１名(３７．９％) 

(3)無回答        ５４名( ６．０％) 

 

◎冷蔵庫をチェックしていない人の割合が「５％」と低く、エコクッキングにも心がけてい

ただいている。またフードドライブ・キエーロへの関心も比較的高い。 

 

 

・地域ぐるみ文化祭 平成３０年１０月２７日（土）９：００～１４：００ 

キエーロモニター募集 プランターde キエーロ ６名応募 

シールアンケート実施 参加者 ８０名 

  アンケート集計結果 

１．冷蔵庫の中をチェックしていますか。 

①はい         ６９名(８６．３％) 

②いいえ         １１名(１３．８％) 

③無回答          ０名( ０．０％) 

 

２．この半年間で未開封の食品を捨てたことがありますか。 



  資料２ 

⑤ 

 

  ①はい         ４７名(５８．８％) 

②いいえ         ３１名(３８．８％) 

③無回答         ２名( ２．５％) 

 

３．フードドライブを市が行っていることを知っていますか。 

①はい         ２２名(２７．５％) 

②いいえ         ５６名(７０．０％) 

③無回答         ２名( ２．５％) 

 

４．生ごみ処理器「キエーロ」を知っていますか？ 

①はい         ３８名(４７．５％) 

②いいえ         ４０名(５０．０％) 

③無回答         ２名( ２．５％) 

 

◎冷蔵庫の中をチェックしている人は割合が高いが、フードドライブ、キエーロの認知度が

低い。 

 

・いこま魅力博 平成３０年１１月１１日（日）１０：００～１５：００ 

キエーロモニター募集 プランターde キエーロ １３名応募 

シールアンケート実施 参加者 ７５４名 

  アンケート集計結果 

１．冷蔵庫の中をチェックしていますか。 

①はい        ６５７名(８７．１％) 

②いいえ         ９７名(１２．９％) 

③無回答          ０名( ０．０％) 

 

２．この半年間で未開封の食品を捨てたことがありますか。 

  ①はい        ４０１名(５３．２％) 

②いいえ        ３４４名(４５．６％) 

③無回答         ９名( １．２％) 

 

３．フードドライブを市が行っていることを知っていますか。 

①はい        ２０９名(２７．７％) 

②いいえ        ５３７名(７１．２％) 

③無回答         ８名( １．１％) 

 



  資料２ 

⑥ 

 

４．生ごみ処理器「キエーロ」を知っていますか？ 

①はい        ３６１名(４７．９％) 

②いいえ        ３８０名(５０．４％) 

③無回答        １３名( １．７％) 

 

◎冷蔵庫の中をチェックしている人は割合が高いが、フードドライブ、キエーロの認知度が

低い。この結果が生駒市の平均的な数値ではないかと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

ごみ減量市民会議 

活動資料 

 

・燃やすごみ削減に向けて 

・ごみ減量市民会議チラシ NO.1～NO.5 

・フードドライブ開催案内チラシ 

・食品ロス削減啓発チラシ 

・広報いこまち掲載内容（2019年 5月） 

 

 

 

資料３ 



 

 

 

 

燃やすごみ削減に向けて 

（自治会懇談会説明資料） 
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燃やすごみ削減に向けて燃やすごみ削減に向けて燃やすごみ削減に向けて燃やすごみ削減に向けて

Ⅰ ごみごみごみごみをををを減量減量減量減量するするするする理由理由理由理由

Ⅱ 生駒市生駒市生駒市生駒市のごみののごみののごみののごみの現状現状現状現状

Ⅲ ごみごみごみごみ半減半減半減半減プランのプランのプランのプランの進捗進捗進捗進捗

Ⅳ 今後今後今後今後のののの予定予定予定予定

Ⅴ おおおお知知知知らせらせらせらせ

2

内 容
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世界的な課題

・・・・環境負荷環境負荷環境負荷環境負荷のののの少少少少ないないないない循環型社会循環型社会循環型社会循環型社会のののの形成形成形成形成

・・・・環境負荷軽減環境負荷軽減環境負荷軽減環境負荷軽減によるによるによるによる地球温暖化防止地球温暖化防止地球温暖化防止地球温暖化防止

3

Ⅰ ごみを減量する理由

生駒市にとってのメリット

・・・・現焼却施設現焼却施設現焼却施設現焼却施設のののの延命化延命化延命化延命化 ★★★★建建建建てててて替替替替ええええ時期時期時期時期をををを伸伸伸伸ばすことによるばすことによるばすことによるばすことによる経費節減経費節減経費節減経費節減

・・・・焼却施設建替焼却施設建替焼却施設建替焼却施設建替ええええ時時時時のののの規模縮小規模縮小規模縮小規模縮小によるによるによるによる経費経費経費経費削減削減削減削減

・・・・焼却焼却焼却焼却にににに係係係係るるるる経費削減経費削減経費削減経費削減 (１６１６１６１６．．．．００００%減量減量減量減量で３で３で３で３，，，，３２０３２０３２０３２０万円万円万円万円)

※※※※平成平成平成平成２６２６２６２６年度比平成年度比平成年度比平成年度比平成２８２８２８２８年度実績年度実績年度実績年度実績

・・・・最終処分場最終処分場最終処分場最終処分場(大阪湾埋立場大阪湾埋立場大阪湾埋立場大阪湾埋立場））））のののの延命化延命化延命化延命化

★★★★大阪湾大阪湾大阪湾大阪湾フェニックスフェニックスフェニックスフェニックス利用可能利用可能利用可能利用可能 平成平成平成平成４４４４４４４４年度年度年度年度までまでまでまで

4

Ⅰ ごみを減量する理由
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5

Ⅱ 生駒市のごみの現状

ごみ組成調査

みなさんの家庭から「燃えるご

み」として出されたものの中に、

どの程度資源化可能なものが含

まれているか調べるため、ごみ組

成調査を実施しました。

6

平成平成平成平成３０３０３０３０年年年年３３３３月月月月 燃燃燃燃えるごみえるごみえるごみえるごみ組成実態組成実態組成実態組成実態

現時点現時点現時点現時点でのでのでのでの分別等分別等分別等分別等にににによるごみよるごみよるごみよるごみ減量減量減量減量

可能可能可能可能なものなものなものなもの

紙類紙類紙類紙類 11.7%

プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック製容器包装製容器包装製容器包装製容器包装 8.2%

リユースリユースリユースリユース可能可能可能可能なななな靴靴靴靴・・・・鞄鞄鞄鞄・・・・衣服衣服衣服衣服 2.2%

手手手手つかずつかずつかずつかず食品食品食品食品 9.5%

小計小計小計小計 31.6%

キエーロキエーロキエーロキエーロ等等等等のののの利用利用利用利用によりによりによりにより削減可能削減可能削減可能削減可能なななな

ものものものもの

調理調理調理調理くずくずくずくず、、、、食食食食べべべべ残残残残しししし等等等等

36.7%

31.6%＋＋＋＋36.7%＝＝＝＝68.3%
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7

［［［［きちんときちんときちんときちんと折折折折ったったったった新聞紙新聞紙新聞紙新聞紙］］］］
［［［［ミックスペーパーミックスペーパーミックスペーパーミックスペーパー］］］］

紙類 １１．７%

プラスチック製容器包装 ８．２%

8

［［［［プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック製製製製容器容器容器容器包装包装包装包装］］］］
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手つかず食品 ９．５%

9

［［［［手手手手つかずつかずつかずつかず食品食品食品食品］］］］

10

Ⅱ 生駒市のごみの現状

家庭家庭家庭家庭ごみのごみのごみのごみの集積所集積所集積所集積所でのでのでのでの収集量収集量収集量収集量

※※※※ 平成平成平成平成２５２５２５２５年度比年度比年度比年度比 燃燃燃燃えるごみ１２えるごみ１２えるごみ１２えるごみ１２. . . . ７７７７%%%%減減減減

家庭家庭家庭家庭ごみごみごみごみ量量量量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位単位単位単位：ｔ：ｔ：ｔ：ｔ

収集場所収集場所収集場所収集場所 項項項項　　　　　　　　　　　　目目目目

平成25年4月平成25年4月平成25年4月平成25年4月

   　　～26   　　～26   　　～26   　　～26年3月年3月年3月年3月

平成26年4月平成26年4月平成26年4月平成26年4月

   　　～27   　　～27   　　～27   　　～27年3月年3月年3月年3月

平成27年4月平成27年4月平成27年4月平成27年4月

   　　～28   　　～28   　　～28   　　～28年3月年3月年3月年3月

平成28年4月平成28年4月平成28年4月平成28年4月

   ～29   ～29   ～29   ～29年3月年3月年3月年3月

平成29年4月平成29年4月平成29年4月平成29年4月

   ～30   ～30   ～30   ～30年3月年3月年3月年3月

平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度

/平成25年度/平成25年度/平成25年度/平成25年度

平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度

/平成26年度/平成26年度/平成26年度/平成26年度

平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度

/平成27年度/平成27年度/平成27年度/平成27年度

平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度

/平成28年度/平成28年度/平成28年度/平成28年度

燃燃燃燃えるごみえるごみえるごみえるごみ 21,977.12 23,407.30 19,307.93 18,987.16 19,186.27 87.3% 82.0% 99.4% 101.0%

プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック製製製製

容器包装容器包装容器包装容器包装

621.75 673.05 1,036.91 1,024.44 1,039.24 167.1% 154.4% 100.2% 101.4%

ペットボトルペットボトルペットボトルペットボトル 229.40 226.42 239.83 247.50 250.49 109.2% 110.6% 104.4% 101.2%

びん・びん・びん・びん・缶缶缶缶

われものわれものわれものわれもの

1,401.51 1,470.40 1,308.05 1,305.32 1,291.70 92.2% 87.8% 98.8% 99.0%

新聞新聞新聞新聞 611.94 659.90 759.42 829.91 762.83 124.7% 115.6% 100.4% 91.9%

雑誌雑誌雑誌雑誌 109.14 117.46 142.52 148.66 262.69 240.7% 223.6% 184.3% 176.7%

段段段段ボールボールボールボール 353.48 379.79 385.34 408.18 431.42 122.0% 113.6% 112.0% 105.7%

ミックスペーパーミックスペーパーミックスペーパーミックスペーパー
8.67 12.43 104.21 141.44 130.16 1501.3% 1047.1% 124.9% 92.0%

古着古着古着古着・・・・

古布古布古布古布（（（（ウエスウエスウエスウエス））））

23.56 27.09 84.69 108.99 129.17 548.3% 476.8% 152.5% 118.5%

くつくつくつくつ 3.47 3.94 15.25 21.15 24.46 704.9% 620.8% 160.4% 115.7%

かばんかばんかばんかばん 1.28 1.84 5.60 7.77 9.84 768.8% 534.8% 175.7% 126.6%

リレーセンターリレーセンターリレーセンターリレーセンター 新聞新聞新聞新聞・・・・雑誌等雑誌等雑誌等雑誌等 145.26 164.21 49.31 50.73 63.22 43.5% 38.5% 128.2% 124.6%

集積所及集積所及集積所及集積所及びびびび

リレーセンターリレーセンターリレーセンターリレーセンター

集積所集積所集積所集積所
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ごみ半減プランの目標値

Ⅲ ごみ半減プランの進捗

ごみのごみのごみのごみの焼却量焼却量焼却量焼却量

平成21年度

３５，０００ｔ

半減

平成25年度実績 ３３,４００ｔ（ 95.4%)

平成26年度実績 ３５,８００t（102.3%)

平成27年度実績 ３１,６００ｔ（ 90.3%)

平成28年度実績 ３０,１００ｔ（ 86.0%) 

平成29年度実績 ３０,３００ｔ（ 86.6%) まだまだ減量が必要です

※ ごみ減量市民会議では、家庭系燃えるごみを平成３０年度までに

平成２５年度比で２５%減量することを目標にしています。

平成32年度

１７，０００t

分別の促進

生ごみの処理器の普及

12

Ⅳ 今後の予定

ベランダdeキエーロ

（床置きタイプ）

バクテリアdeキエーロ

（直置きタイプ）（直置きタイプ）（直置きタイプ）（直置きタイプ）

市の具体的な取組み例

※平成２８～29年度実績 248台

各種生ごみ処理器の購入に対して補助金を交付

●補助実績

●キエーロ製作講座・モニター募集

プランターdeキエーロ

（床置きタイプ）

種　類 H２２年度～２９年度合計

電動型
1,728

コンポスト
272

ボカシ
134

キエーロ
39

合　計
2,173

補助金額
88,050,500
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キエーロの普及事業

13

Ⅳ 今後の予定

キエーロをキエーロをキエーロをキエーロを利用利用利用利用したしたしたした生生生生ごみごみごみごみ自家処理自家処理自家処理自家処理のののの普及促進普及促進普及促進普及促進

「キエーロ」とは・・・「キエーロ」とは・・・「キエーロ」とは・・・「キエーロ」とは・・・

土中のバクテリアの力で生ごみを分解する生ごみ処理器です土中のバクテリアの力で生ごみを分解する生ごみ処理器です土中のバクテリアの力で生ごみを分解する生ごみ処理器です土中のバクテリアの力で生ごみを分解する生ごみ処理器です

●におわない・虫が発生しない●におわない・虫が発生しない●におわない・虫が発生しない●におわない・虫が発生しない

土に埋めてしまうので臭いがせず、虫も発生しにくい

●ランニングコストはゼロランニングコストはゼロランニングコストはゼロランニングコストはゼロ

電気を使わないため、ランニングコストはゼロ

●土の量が増えない●土の量が増えない●土の量が増えない●土の量が増えない

分解後に何も残らないため、堆肥が不要な方には最適

（堆肥として使うこともできます）

14

Ⅳ 今後の予定

エコクッキング
食品やエネルギーを無駄にせ

ず、ごみを減らして、環境に配

慮しながら楽しく料理をするエ

コクッキングを実践し、試食しま

す。

平成３０年度

※３回以上実施予定
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Ⅳ 今後の予定

ごごごご家庭家庭家庭家庭でででで余余余余っているっているっているっている食品食品食品食品をををを持持持持

ちちちち寄寄寄寄ってってってって、、、、それをそれをそれをそれを必要必要必要必要としていとしていとしていとしてい

るるるる福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設やややや団体団体団体団体へへへへ寄付寄付寄付寄付、、、、市市市市

のののの主催主催主催主催するするするする福祉事業福祉事業福祉事業福祉事業などでなどでなどでなどで利利利利

用用用用させていただきますさせていただきますさせていただきますさせていただきます。。。。

３月末まで実施中

毎週木曜日 9時～１２時

たけまるホール 調理室前

フードドライブ

「生駒市ごみ減量市民会議」の活動

16

Ⅳ 今後の予定

①市民意識の把握

②懇談会の実施

③有料化の成果をPR
④生ごみの削減

⑤キエーロの普及

⑥資源ごみの分別
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Ⅴ お知らせ

〇４月から「傘・支柱などの棒状ごみ

（1m以内）」が直径15㎝以内であれば

指定袋で出せるようになりました。

〇燃えるもの同士と燃えないもの同士

でそれぞれ袋を分けてひもで束にする。

〇30ℓか45ℓの指定袋に入れる。

燃えないごみの出し方の変更

※ごみ集積所には出せません。

電話申込が必要です。

18

Ⅴ お知らせ

４月から有害ごみの収集回数が増えました。

〇有害ごみは、年４回の収集

でしたが、毎月２回のびん・缶、

ペットボトル、われものと同じ日

に収集します。



10

19

Ⅳ 今後の予定

引引引引きききき続続続続きききき、、、、燃燃燃燃やすごみやすごみやすごみやすごみ半減半減半減半減にににに向向向向けてけてけてけて

取取取取りりりり組組組組んでんでんでんでいきますいきますいきますいきます。。。。

みなさんのごみなさんのごみなさんのごみなさんのご協力協力協力協力をををを

おおおお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。



 

 

 

 

ごみ減量市民会議チラシ 

「生駒市ごみ減量市民会議は燃えるご

みの減量に取組んでいます」 

ＮＯ．１～ＮＯ．５ 

 

（自治会懇談会、イベント等での啓発用チラシ） 

 

 

 



生駒市ごみ減量市民会議は

燃えるごみの減量に

取組んでいます！

市民 事業者 行政

ごみ減量市民会議
（平成28年7月14日発足）

減量行動

「ごみ半減プラン」に掲げる燃えるご
み半減の目標を達成するため、市
民・事業者・行政の連携で活動しま
す。

ごみ減量市民会議の活動内容

１ ２ ３

４ ５ ６

市民意識の把握 懇談会の実施 有料化の成果をＰＲ

生ごみの削減 キエーロの普及 資源ごみの分別

アンケートを実施し、有料化
後の市民の声を聞く。

自治会単位の懇談会で地域
の生の声を聞き、ごみ減量
につなげる。

有料化によるごみの削減
量、コスト減、収益の使途
をＰＲする。

・各生ごみ処理器のメリット・
デメリットをＰＲし、生ごみ自家
処理の普及を図る。
・生ごみ処理器利用者への
フォロー。
・食品ロス削減に取り組む。

ごみ減量市民会議
のメンバーで
トライアル実施中

資源ごみを分別して出しやす
い仕組みを検討。

当面の目標として、
「家庭系燃えるごみを平成30年度まで
に、平成25年度比で25％削減する」
を掲げています。

みなさんの
ご協力を
お願いします！

バクテリアdeキエーロ



など

Ｑ．プラスチック製容器包装の汚れは、どの程度まで出せるの？

Ａ．軽く水ですすいで汚れが落ちれば、水気を切って出してください。洗う水も大切な資源ですの

で、軽くすすぐだけで汚れが落ちない場合は、燃えるごみで出してください。

シャンプーなどのボトルは、逆さまに置いて液が垂れなくなれば、洗わなくてもかまいません。

Ｑ．生ごみ処理容器の購入に補助金は出るの？

Ｑ．ミックスペーパーはどんなもの？

Ｑ．シュレッダーで出た紙ごみはどうすれば良い？

Ａ．新聞紙・雑誌・段ボール・牛乳パック以外のほとんどの紙がミックスペーパーです。

(汚れている紙や匂いの強い紙などは除く。)

地域の集団資源回収か、資源ごみとして透明・半透明の袋または紙袋に入れて燃えるごみ

の日に出せます。

Ａ．リサイクルができるので、シュレッダーごみだけを透明・半透明の袋に入れて燃えるごみの日

に出してください。地域の集団資源回収でも取り扱っている場合があります。

資源ごみについて よくある質問

Ａ．取扱指定店で購入したものに対して補助金を交付します。取扱指定店以外で購入した場合、

補助金が交付されませんので注意してください。補助の対象となる処理容器や補助率等は

問い合わせてください。

【問い合わせ】

生駒市環境保全課 ７４－１１１１（内線３５５）

チラシ・

パンフレット
包装紙

ミックスペーパーとして出せるもの (例)

封筒 ノート はがき カレンダー



生駒市ごみ減量市民会議は

燃えるごみの減量に

取組んでいます！ №2号

市民 事業者 行政

ごみ減量市民会議
（平成28年7月14日発足）

減量行動

「ごみ半減プラン」に掲げる燃えるご
み半減の目標を達成するため、市
民・事業者・行政の連携で活動しま
す。

ごみ減量市民会議の活動内容

１ ２ ３

４ ５ ６

市民意識の把握 懇談会の実施 有料化の成果をＰＲ

生ごみの削減 キエーロの普及 資源ごみの分別

対面を中心として、有料化
後の市民の声を聞く。

各種団体との懇談会で市民
の生の声を聞き、ごみ減量に
つなげる。

有料化による燃えるごみの
削減量、コスト減、収益の
使途をＰＲする。

・各生ごみ処理器のメリット・デ
メリットをＰＲし、生ごみ自家処
理の普及を図る。
・生ごみ処理器利用者へのフォ
ロー。
・生ごみの「水切り」推奨。
・食品ロス削減に取り組む。

電気等を使わず土の中のバク
テリアで、生ごみを
分解するキエーロ
を市民に対してＰＲ
する。

資源ごみを分別して出しやす
いよう、正しくリサイクルされ
ていることが分かるチラシ等
でＰＲする。

当面の目標として、
「家庭系燃えるごみを平成30年度まで
に、平成25年度比で25％削減する」
を掲げています。

みなさんの
ご協力を
お願いします！

バクテリアdeキエーロ
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Ｑ．ミックスペーパーは地域の集団資源回収でも出せるの？

Ａ．ほとんどの地域の集団資源回収でミックスペーパーを出すことができます。
ミックスペーパーとは、新聞紙・雑誌・段ボール・牛乳パック以外のほとんどの紙がミックスペーパーです。

（汚れている紙や匂いの強い紙などは除く。）

Ｑ．小型家電回収ボックスはどこにあるの？

Ｑ．生駒市は、どんな「リユース（再使用）」の取り組みをしているの？

Ａ．生駒市では次のリユースの取り組みをしています。

①もったいない食器市 月３回 ※いらなくなった陶磁器製食器、ガラス製食器を回収し、ほしい人に持ち

帰ってもらう活動を行っています。

資源ごみについて よくある質問

Ａ．投入口(35㎝×15cm)に入る小型家電を無料で回収する小型家電回収ボックスを設置して

います。

設置場所は、①鹿ノ台ふれあいホール②北コミュニティセンター ISTAはばたき③図書会館、

④たけまるホール⑤市役所⑥南コミュニティセンターせせらぎの６ヶ所です。

【問い合わせ】

生駒市環境保全課 ７４－１１１１（内線３５３）

その他、「環境フリーマーケット」、「リユース市」、「市ホームページ不用品交換コーナー開設」等を
おこなっています。

開催場所 開催日 開催時間

南ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰせせらぎ 第1木曜日

北ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰISTAはばたき 第3木曜日

ディアーズコープいこま

※南ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰせせらぎ・北ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰISTAはばたきの回収は、無人回収コンテナを設置しています
ので施設の開館時間内に各自入れてください。

午後１時～午後３時
※食器市での回収は行いません。

毎月１０日
午前１０時～午後１時
持ち込みは午後０時３０分までにお願いします。

ミックスペーパーとして出せるもの (例)

チラシ・パンフレット 包装紙 封筒 ノート はがき カレンダーなど

※地域の集団資源回収に出せない場合は、資源ごみとして透明・半透明の袋または紙袋に入れて燃える

ごみの日に出せます。

②リレーセンターでのリユース可能な大型ごみの無料収集

※清掃リレーセンターで不要となった家具などリユースできる物を処理手数料なしで回収し

ています。なお、リユースできないと判断したものは、その場で返却します。

祝日を除く毎週火曜日(１３：００～１５：３０）
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



生駒市ごみ減量市民会議は

燃えるごみの減量に

取組んでいます！ №3号

市民 事業者 行政

ごみ減量市民会議
（平成28年7月14日発足）

減量行動

「ごみ半減プラン」に掲げる燃えるご
み半減の目標を達成するため、市
民・事業者・行政の連携で活動しま
す。

ごみ減量市民会議の活動内容

１ ２ ３

４ ５ ６

市民意識の把握 懇談会の実施 有料化の成果をＰＲ

生ごみの削減 キエーロの普及 資源ごみの分別

対面を中心として、有料化
後の市民の声を聞く。

各種団体との懇談会で市民
の生の声を聞き、ごみ減量に
つなげる。

有料化による燃えるごみの
削減量、コスト減、収益の
使途をＰＲする。

・各生ごみ処理器のメリット・デ

メリットをＰＲし、生ごみ自家処

理の普及を図る。
・生ごみ処理器利用者へのフォ
ロー。
・生ごみの「水切り」推奨。
・食品ロス削減に取り組む。

電気等を使わず土の中のバク
テリアで、生ごみを
分解するキエーロ
を市民に対してＰＲ
する。

資源ごみを分別して出しやす
いよう、正しくリサイクルされ
ていることが分かるチラシ等
でＰＲする。

当面の目標として、
「家庭系燃えるごみを平成30年度まで
に、平成25年度比で25％削減する」
を掲げています。

みなさんの
ご協力を
お願いします！

バクテリアdeキエーロ
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多く使われている指定ごみ袋のサイズ

全体では１５ℓ、４人世帯では３０ℓの指定ごみ袋でした。

生ごみ処理器「キエーロ」

生ごみを減らす取り組み

①生ごみ処理器による処理 《生ごみ処理器の一例》 ※補助制度があります。

生ごみの削減について

【問い合わせ】 生駒市環境保全課 ７４－１１１１（内線３５３）

（全体）

① ７ℓ 269（22.8％）

② 15ℓ 353（29.9％）

③ 30ℓ 328（27.8％）

④ 45ℓ 194（16.4％）

⑤無回答 37（ 3.1％）

②エコクッキング

（４人世帯）

① ７ℓ 28（13.4％）

② 15ℓ 58（27.8％）

③ 30ℓ 71（34.0％）

④ 45ℓ 47（22.5％）

⑤無回答 5（ 2.4％）

「ごみ減量化に向けて」アンケート集計結果（平成２８年９月実施分）

《質問》 主に何リットルの指定袋を使っていますか。

特徴

◆毎月電気代がかかる。

◆乾燥させるタイプの場

合、臭いや虫が発生しな

い。

◆処理物を有機質肥料と

して使えるものもある。

特徴

◆庭などにスペース

があれば経費も安く

管理も簡単だが、臭

いや虫の発生がある。

◆数か月おくと堆肥

化される。

特徴

◆特別な菌や電気代

等が不要で特別な維持

費がかからない。

◆土の中のバクテリア

が生ごみを分解するの

で、土の量が増えない。

◆臭いや虫の発生が

少ない。

キエーロ機械式 コンポスト

食物やエネルギーを無駄にせず、水を汚さないよう工夫したり、ごみを減らしたり

して、環境に配慮しながら料理をつくること。

〇必要な量だけを買う、包装を断わってごみを少なくするような買物を心がける。

○旬のものを買う、皮や葉・残り物なども利用して料理を作る。

〇食器や調理器具を洗う際には汚れをふき取るなどして水を汚さないようにする。

○米のとぎ汁は流しに捨てずに植木の肥料として利用する。

などの取組みです。

神奈川県葉山町のキエーロ葉山

さんが考案した生ごみ処理器で

す。

○土の中のバクテリアを利用して

生ごみを分解します。

○特別な菌や電気代等が不要で

特別な維持費がかかりません。

バクテリアdeキエーロ

※地面に直置きタイプ

〔底なし〕

ベランダdeキエーロ

※ベランダに置ける

〔底あり〕

プランターdeキエーロ

※プランターを利用した

簡易タイプ

※生駒市で製作講座を

実施しています。
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生駒市ごみ減量市民会議は
燃えるごみの減量に
取組んでいます！ №4号

ごみ削減にご協力いただきありがとうございます。

平成２９年度は、皆様

のご協力で、平成２５

年度比で１２．７%削減

されています。

ただし、平成２８年度と

比べて横ばい状態と

なっており、更なる削

減をお願いします。

目標達成状況 家庭系燃えるごみ（ｔ）

25 26 28 29

年度 25 26 27 28 29

家庭系燃えるごみ(ｔ) 21,977 23,407 19,308 18,987 19,186

対２５年度比(％) 100.0 106.5 87.9 86.4 87.3

　〃　削減率(％) 0.0 △ 6.5 12.1 13.6 12.7

ごみ組成調査実施結果(平成30年3月実施)

27

現時点での分別等によってごみ減量可能なものを集計すると31.6％になります。
「古紙類」 「プラスチック製容器包装」 「リユース対象 靴・鞄・衣服」 「手つかず食品」

平成30年5月版

２年前に比べ３.３％

増えています。



.
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生ごみ処理器「キエーロ」モニター募集

食品ロスを減らす取り組み

②フードドライブ

生ごみの削減について

プランターdeキエーロ

【問い合わせ】 生駒市環境保全課 ７４－１１１１（内線３５３）

③エコクッキング

エコクッキングとは、食物やエネルギーを無駄にせず、水を汚さない

よう工夫したり、ごみを減らしたりして、環境に配慮しながら料理をつ

くることです。

○旬のものを買う、皮や葉・残り物なども利用して料理を作りましょう。

○料理は、食べる分だけ作り残らないようにしましょう。

〇食器や調理器具を洗う際には汚れをふき取るなどして水を汚さないよ

うにしましょう。

○米のとぎ汁は流しに捨てずに植木の肥料として利用しましょう。

生ごみ処理器「キエーロ」は、神奈川

県葉山町のキエーロ葉山さんが考案し

た生ごみ処理器です。

○土の中のバクテリアを利用して生ご

みを分解します。

○特別な菌や電気代等が不要で特別

な維持費がかかりません。

○バクテリアdeキエーロ、ベランダde

キエーロは、補助制度があります。

フードドライブとは、ご家庭で余っている食品を持ち寄り、それを必要

としている福祉団体などへ寄付をする活動のことです。

日本は高い食料輸入率と低い食料自給率であるにもかかわらず、食品

廃棄率や１人当たりの廃棄量は共に世界１と言われ、食品廃棄が問題

になっています。

生駒市では、イベント等でフードドライブを実施しています。

▼持ち込める食品

①常温で保存できるもの ②未開封のもの

③賞味期限まで１ヶ月以上あるもの

「キエーロ」モニターを募集中

【モニター参加条件】

○生駒市内に居住している方

○１年間プランターdeキエーロを

使ってアンケートにご協力いただけ

る方

【参加費 ５００円】

手つかず食品とは、何も手を付けずに捨ててしまう食品のことです。

生駒市のごみ組成調査（平成３０年３月実施）で手つかず食品は９．５％

ありました。（左写真は、実際に出されたものです。）

〇安くても無駄なものを買わないようにしましょう。

〇定期的に冷蔵庫の整理をしましょう。

①手つかず食品を減らす



ご協力ありがとうございました。

生駒市ごみ減量市民会議は
燃えるごみの減量に
取組んでいます！ №5号

食品ロスを減らしましょう

冷蔵庫の中をチェックしていますか？

28 29

フードドライブを市が行っているこ

とを知ってる人 ・・・・４７％

エコクッキングに心掛けている人

・・・・７１％

「キエーロ」を知ってる人

・・・５６％

キエーロにも関心が高く、モニター
に20名応募していただきました。

平成30年7月版

ごみ減量市民会議は、６月24日(日)に北コミで開催された
環境フェスティバルでシールアンケートを実施しました。

消費期限の他、傷み具合もチェッ

クしている 。４３．２％

チェックしていない。 ５％

アンケート結果 回答者900名

毎週木曜日9時～12時にたけまるホール調理室前でフードドライブを実施しています。

週1回は冷蔵庫のチェックを！

消費期限をチェックしている。

５１．８％

シールアンケート

キエーロ啓発



.

壱分町東自治会懇談会を開催しました。

【問い合わせ】 生駒市環境保全課 ７４－１１１１（内線３５３）

ごみ減量市民会議では、自治会とのごみ減量に向けた懇談会を実施しています。

あなたのお住まいの自治会でもごみ減量市民会議との懇談会を開催しませんか。

７月は、鹿ノ台・谷田町自治会で実施します。

日 時 平成３０年６月１５日（金）１８：３０～１９：４０

場 所 壱分東公民館

参加者 44名

（自治会員34名・市民会議メンバー・行政・事業者10名）

懇談内容

〇「燃えるごみ減量に向けて」説明(パワーポイント)

〇シールアンケート

〇懇談会内容

・大人数では細かな話しができないので、４グループに分かれ

ての懇談をしました。

・懇談会では自治会からお茶やお菓子を出していただき、リ

ラックスしていただいたことや、小グループに分かれたことで

各グループとも活発な意見が出て、盛り上がり、懇談が終わ

るのが惜しまれるような懇談会になりました。

・お子さんの参加もあり、世代を超えた交流ができました。

・参加者の方からごみの分別や生ごみ削減に関した疑問や

意見が出されました。

生ごみ処理器「キエーロ」製作講座を実施しました。

6/30（土）北コミュニティーセンターISTAはばたき において、

プランターdeキエーロの製作講座を開催しました。

当日は公募に応募した市民20名が参加され、いこまハート

工房の皆様の指導で各自一台製作しました。

初めて工具を使われる方もいましたが、全員無事組み立てを

することが出来ました。

組立完成した後、ごみ減量市民会議のメンバーが上手に使

う方法やキエーロの特徴などについて説明を行いました。

キエーロを使いごみ減量につなげていただきたいと思います。

１年後に受講者にアンケートを実施する予定です。

受講者 20名（男性 9名 女性 11名）

参加費 500円



 

 

 

 

 

フードドライブの開催案内 

（自治会懇談会、イベント等での啓発用チラシ） 

 



 

 

 

 

 

 毎週木曜日 
 

１階調理室前（たけまるホール内） 

午前９時００分～午前１２時００分 

 

受

付

場

所 

生駒市 環境保全課 

問合せ先 ０７４３－７４－１１１１ 

（内線３５３） 

 

フードドライブとは 

 

ご家庭で余っている食品を持ち寄って、それを必要としている福祉施設や団体へ

寄付、市の主催する福祉事業などで利用させていただきます。 

祝日・年末年始除く 

平成 31 年 3月作成 



 

 

 

 

 

食品ロス削減啓発チラシ 

（自治会懇談会、イベント等での啓発用チラシ） 

 



食品ロス削

生駒市 ・ 生駒市ごみ減量市民会議

今 日 か ら 始 め よ う！

ご み 削 減 にご 協 力 い た だきありがとうご ざ います。

「食品ロス」とは、
賞味期限切れや
食べ残しなどで、
まだ食べられるのに
捨てられる食べ物の
ことです。

「食品ロス」は日本で年間

646万トン※

1人あたり1日
お茶碗約1杯分に相当
※農林水産省及び環境省「平成27年度推計」

『食品ロス』ってなに？

消費期限と賞味期限の違いを理解して「食品ロス」を減らそう
消費期限

年月日（必要に応じて時間）で表示表
示

傷みやすい食品
弁当・サンドイッチ・惣菜・ケーキなど

対
象

期限を過ぎたら食べないほうがよい期限

賞味期限

3ヶ月を超えると年月で表示
3ヶ月以内は年月日で表示

傷みにくい食品
卵・牛乳・ハム・ソーセージ・缶詰・レトルト食品・カップ麺など

おいしく食べることが出来る期限意
味

▲実際に家庭で廃棄された手つかず食品
燃えるごみの9.5%
（平成30年3月実施の生駒市ごみ組成調査より）

減



「食品ロス」を減らすために、
できることから始めよう

買 い 物 で 実 践 し よ う !
S H O P P I N G

買い物は必要な分だけ買いましょう
冷蔵庫や食品棚などをチェックして、
必要なものをメモをして出かけましょう。
また、個売りや少量パック食品を活用して、
目的に応じた量を買いましょう。

家 庭 で 実 践 し よ う !
H O M E

食材を上手に使いきりましょう
旬の食材は皮ごと調理するなど、
食材を丸ごと使い切るよう心掛けましょう。
また、余った料理はほかの料理に作り替えるなど、
献立や調理方法を工夫しましょう。

外 食 で 実 践 し よ う !
E A T  O U T

食べきれる量のメニューを選びましょう
ハーフサイズ、少量コースなど、
自分にちょうど良い料理の量をチョイスしましょう。

お店の人に食べられないものを事前に伝えましょう
セットメニューやコース料理の中に食べられないものがあれば、注文するときに、
それを抜いてもらうようにお店の人にお願いしましょう。

つくってくれた人への
感謝の気持ちも忘れずに

このチラシは、｢平成30年度食料産業･6次産業化交付金 地域での食育の推進事業｣によって製作しています。



 

 

 

 

 

広報いこまち掲載内容 

（２０１９年５月合併号） 

 

プラスチック製容器包装の分別についての案内 

 

 

 

 

 

 

 

 



2019.5月合併号　いこまち　2

Ｑ 食品用ラップはプラごみですか？

Ａ 燃えるごみとして出してください

Ｑ 汚れはどこまで落とせばいいの？

Ａ 品ごとに異なりますが、
洗わなくてもいいものもあります

■プラごみと間違いやすいプラスチック製品
　以下の物は全て燃えるごみです。

■洗っても汚れがとれにくいものは燃えるごみに

■プラごみとして出すための処理

◇生活用品他

「プラごみ」は卵のパックやペットボトルのラベルなど、
「商品の容器か包装のいずれか」と法律で決まっていま
す。食品用ラップは、そのどちらにも該当しないため燃
えるごみです。「プラスチック製品だからプラごみ」とい
う分別は誤りですので注意してください。

プラごみはひどい油汚れや強い臭いが付着したままだ
と、商品の原料にリサイクルできないため、燃えるごみ
です。しかし、実は洗剤を使って完全に汚れを落とし切
らなくても出せるプラごみもあります。

プラスチック製容器包装ごみ？プラスチック製容器包装ごみ？
これって

　洗剤容器がプラスチック製容器包装ごみ（プラごみ）に出していいか分からず、
燃えるごみとして出してしまった経験はありませんか。市民の皆さんから多く寄せ
られたプラごみの分別の疑問に答えます。

問環境保全課（内線355）

？

分別のよくある ＆Ｑ Ａ

◇油・シャンプーボトル・洗剤容器
①蓋をあけたまま逆さにして一晩おく
② 蓋を開けて口を下に向けても液が垂
れてこないことを確認する
③ 口の部分を軽く拭きとって、プラご
みに出す

◇魚や肉のトレー
①流水でささっと流す
②水気を取り、乾かしてプラごみに出す

食品用ラップ

フリーザーパック バラン

おもちゃ

プラコップ保存容器 調理器具

スプーン・フォーク

◇台所用品

クリーニングのビニール

ハンガー

文房具

歯ブラシ

2019 5月合併号 まち 2

今回の質問は「ごみ減量市民会議」が
市民からよく聞く声を紹介しました

　「ごみ減量市民会議」は、市民の皆さんと
事業者、市で構成される団体。ごみ減量に向
けて自治会の集会で分別の疑問に答えたり意
見を出し合ったりしています。また、子ども
たちには食品のたいせつさを教える授業を実
施。市全域で啓発を実践しています。

間違えやすいごみの
分別を自治会に紹介

納豆のパック レトルトカレーの袋 調味料のチューブ

中身が垂れ
てこない
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自治会懇談会の実施 

 

平成２８年度（４回実施） 

・萩の台住宅地自治会 

平成２８年１０月６日（木）午後３時～４時３０分 

自治会参加人数 ３６名 

懇談会内容 

「燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

懇談  ごみの出し方について 

ミックスペーパー・プラスチック製容器包装・資源ごみ等の出し方の質問や有料化

による収益額及び使途等の質問、ごみ集積所に関する意見 

 

・あすか野自治会 

平成２８年１１月６日（日）午後１時３０分～３時１０分 

自治会参加人数 １８名 

懇談会内容 

「燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

懇談  ごみの出し方について 

ミックスペーパー・プラスチック製容器包装等の出し方の質問や有料化による収

益の使途等の質問。ごみ袋有料化による収益はごみ処理経費に使ってほしい等の

意見 

 

・小明台自治会 

平成２９年１月 9 日（月・祝）午後６時００分～７時１5 分 

 自治会参加人数 約３０名 

懇談会内容 

「燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

懇談  ごみの出し方について 

   ミックスペーパー・プラスチック製容器包装等の出し方の質問やスプレー缶や小

型家電の出し方等の質問 

 

・辻町アーバンライフ自治会 

平成２９年２月１９日（日）午前１０時００分～１１時３０分 

 自治会参加人数 約２０名 

懇談会内容 

「燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 
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懇談  ごみの出し方について 

 プラスチック製容器包装・燃えないごみ等の出し方等の質問 

 

平成２９年度（４回実施） 

・いこま寿大学 

平成２９年５月１６日（火）午前１０時～１１時５０分 

 参加人数 ４名 

懇談会内容 

「燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

懇談  ごみの出し方について  

プラスチック製容器包装・燃えないごみ等の出し方等の質問 

 

・いこま寿大学 

 平成２９年５月１７日（水）午前１０時００分～１１時４０分 

 参加人数 １２名 

懇談会内容 

「燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

懇談  ごみの出し方について  

プラスチック製容器包装・燃えないごみ等の出し方等の質問 

 

・ひかりが丘自治会 

平成２９年１２月３日（日）午前１０時３０分～１１時４５分 

自治会参加者 不用品交換会参加者 

 懇談会内容 

不用品交換会（ひかりが丘自治会実施） 

シールアンケート（ひかりが丘自治会実施） 

 小グループでの懇談 

 キエーロ普及活動（キエーロモニター募集）  プランターde キエーロ ５名応募 

 

・壱分町西自治会 

平成２９年１２月１５日（金）午後６時３０分～７時４０分 

自治会参加人数 ３２名 

懇談会内容 

「燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

懇談  ごみの出し方について 

キエーロについての質問、プラスチック製容器包装の出し方の質問 
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キエーロ普及活動（キエーロモニター募集）  プランターde キエーロ ３名応募 

 

平成３０年度（９回実施） 

・いこま寿大学 

平成３０年５月１６日（水）午前１０時～１２時分 

参加人数 ８名 

懇談会内容 

「燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

懇談  ごみの出し方について 

プラスチック製容器包装等の出し方  

 

・いこま寿大学 

 平成３０年５月１７日（木）午前１０時～１２時 

 参加人数 ３名 

懇談会内容 

「燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

懇談  ごみの出し方について 

プラスチック製容器包装等の出し方  

 

・壱分町東自治会 

平成３０年６月１５日（金）午後６時３０分～７時４０分 

自治会参加人数 ３４名 

懇談会内容 

燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

懇談  ごみの出し方について 

ごみの分別や生ごみ削減に関した疑問や意見 

アンケート 

 

・鹿ノ台自治連合会 

平成３０年７月１５日（日）午後１時～２時 

自治会参加人数 ２７名 

懇談会内容 

燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

プラスチック製容器包装の現物を使っての説明 

懇談  ごみの出し方について 

キエーロの使い方や傘の出し方等ごみ分別についての質問 
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キエーロ普及活動（キエーロモニター募集）  プランターde キエーロ １名応募 

 

・谷田町自治会 

 平成３０年７月２１日（土）午前９時３０分～１０時４０分 

自治会参加人数 ３１名 

懇談会内容 

燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

プラスチック製容器包装の現物を使っての説明 

小型家電回収ボックスについて説明 

懇談  ごみの出し方について 

プラスチック製容器包装の出し方等についての質問 

キエーロ普及活動（キエーロモニター募集）  プランターde キエーロ ２名応募 

 

・東旭ヶ丘自治会 

平成３０年１１月１８日（日）午前１０時３０分～１０時４５分 

自治会参加人数 ４７名 

懇談会内容 

燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

プラスチック製容器包装、ミックスペーパーの現物を使っての説明 

小型家電回収ボックスについて説明 

懇談  ごみの出し方について 

プラスチック製容器包装等についての質問に対する回答、ごみ集積所に関する質

問に対する回答、収集されないごみ等についての意見 

キエーロ普及活動（キエーロモニター募集）  プランターde キエーロ ６名応募 

アンケート 

 

・北大和自治連合会環境整備委員会 

平成３０年１２月８日（土）午後５時～６時３０分 

自治会参加人数 ２８名 

懇談会内容 

燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

プラスチック製容器包装、ミックスペーパーの現物を使っての説明 

懇談  ごみの出し方について 

プラスチック製容器包装等のごみ分別についての質問、分別されていないごみ、不

法投棄への対応等についての質問や意見 

キエーロ普及活動（キエーロモニター募集）  プランターde キエーロ ６名応募 
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アンケート 

 

・久保自治会 

平成３０年１２月１４日（金）午前１０時～１１時３０分 

自治会参加人数 ２６名 

懇談会内容 

燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

プラスチック製容器包装、ミックスペーパーの現物を使っての説明 

懇談  ごみの出し方について 

農業に伴うごみの出し方等の質問や色々なごみの分別についての質問、ごみ当番

が回収されないごみで困っている件や、不法投棄への対応等についての質問や意

見 

キエーロ普及活動（キエーロモニター募集）  プランターde キエーロ １名応募 

アンケート 

 

・萩原町自治会 

平成３１年２月２４日（日）午前１０時～１１時３０分 

自治会参加人数 ３０名 

懇談会内容 

燃えるごみ減量に向けて」説明 (パワーポイント)により説明 

プラスチック製容器包装、ミックスペーパーの現物を使っての説明 

懇談  ごみの出し方について 

  ごみの捨て方や収集方法などについての質問や意見 

キエーロ普及活動（キエーロモニター募集）  プランターde キエーロ ７名応募 

アンケート 
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エコクッキング教室の開催 

 

○エコクッキングとは 

食品やエネルギーを無駄にせず、ごみを減らして、環境に配慮しながら楽しく料理を 

すること。 

 

平成２９年度 

・平成３０年２月２３日（金）午前９時３０分～１２時００分 

セラビーいこま３階 調理室  

  受講者 ３０名（公募 ８名 育児ネット ２２名） 

 

平成３０年度 

・平成３０年８月２８日（火）午前１０時００分～１２時００分 

 北コミュニティセンターISTAはばたき２階 調理室 

受講者 学童生徒(生駒北小学校)  ３１名 

 

・平成３０年１１月２７日（火）午前９時３０分～１２時２０分 

 たけまるホール１階 調理室 

受講者  １６名（公募） 

 

・平成３０年１１月３０日（金）午前１１時００分～１２時２０分 

  生駒幼稚園１階 多目的室 

受講者  ４１名（幼稚園児と保護者） 

 

・平成３１年１月３０日（水）午前９時３０分～１２時２０分 

  セラビー生駒３階 調理室 

受講者  ２６名 (生駒市健康づくり推進員環境部会) 

 

・平成３１年３月２８日（木）午前１０時～１２時１５分 

 北コミュニティセンターＩＳＴＡはばたき２階 調理室 

受講者  学童生徒 46名 指導員 5名（ 真弓小学校） ５１名 
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生ごみ処理器「キエーロ」啓発活動 

 

平成２８年度（累計１０６台） 

・環境フェスティバルにおけるキエーロ製作講座（公募） 

平成２８年６月２６日（日）２０名 

・夏休み環境自由研究「ごみキエーロしよう！」 

 平成２８年７月３０、３１日（土、日）３３名 

・キエーロ製作講座（公募） 

 平成２８年１０月１日（土）２７名 

 平成２８年１０月８日（土）２６名 

市民会議メンバーによるキエーロトライアル 

 

平成２９年度（累計１４４台） 

・キエーロ製作講座（公募） 

平成２９年６月３日（土）１７名 

平成２９年６月１０日（土）９名 

平成２９年６月１１日（日）１１名 

 

・夏休み環境自由研究「ごみキエーロしよう！」 

平成２９年７月２２日（土）２５名 

平成２９年７月２３日（日）３１名 

 

・キエーロ製作講座（萩の台住宅地自治会） 

平成２９年８月４日（金）２０名 

 

・自治会懇談会及びイベントにおけるキエーロモニター 

いこま魅力博（11/12） １６名 

ひかりが丘自治会懇談会（12/3） ６名 

壱分西自治会懇談会（12/15）  ３名 

 

・市役所窓口受付のキエーロモニター （１２月～３月） ５名 

 

製作講座参加者に対しアンケートの実施（使用開始１年経過後） 

 

平成３０年度（累計１５４台） 

・キエーロ製作講座（公募） 
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平成３０年６月３０日（土） ２０名 

平成３０年７月７日（土） 豪雨により中止となったが、１７名全員がモニター希望の 

為、キエーロを配布 

 

・夏休み環境自由研究「ごみキエーロしよう！」 

平成３０年７月２１日（土） ２０名 

平成３０年７月２２日（日） ２６名 

 

・自治会懇談会及びイベントにおけるキエーロモニター 

環境フェスティバル（6/24） ２１名 

地域ぐるみ文化祭（10/27）  ６名 

いこま魅力博（11/11）   １４名 

エコクッキング教室（11/27） ３名 

鹿ノ台自治会懇談会（7/15）  １名 

谷田町自治会懇談会（7/21）  ２名 

北大和自治会懇談会（12/8）  ６名 

久保自治会懇談会（12/14）  １名 

萩原町自治会懇談会（2/24）  ７名 

 

・市役所窓口受付のキエーロモニター （６月～３月）１０名 

 

製作講座参加者に対しアンケートの実施（使用開始１年経過後） 

製作後のアフターフォローのチラシを作成し、対象者へ送付（平成３１年２月） 

 

 

 

 

 

 

 

 



資源ごみ量の推移

　（単位：t）

収集場所 項　　　目 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

燃えるごみ 21,977.12 23,407.30 19,307.93 18,987.16 19,186.27 19,085.25

プラスチック製
容器包装

621.75 673.05 1,036.91 1,024.44 1,039.24 1,035.95

ペットボトル 229.40 226.42 239.83 247.50 250.49 263.71

びん・缶
われもの

1,401.51 1,470.40 1,308.05 1,305.32 1,291.70 1,253.64

新聞 611.94 659.90 759.42 829.91 762.83 601.38

雑誌 109.14 117.46 142.52 148.66 262.69 401.07

段ボール 353.48 379.79 385.34 408.18 431.42 431.85

ミックスペーパー
（牛乳パック含む）

8.67 12.43 104.21 141.44 130.16 98.10

古着・
古布（ウエス）

23.56 27.09 84.69 108.99 129.17 149.19

くつ 3.47 3.94 15.25 21.15 24.46 28.31

かばん 1.28 1.84 5.60 7.77 9.84 11.74

リレーセンター 新聞・雑誌等 145.26 164.21 49.31 50.73 63.22 58.56

（注）資料７の項目の資源ごみは本市で回収したものであり、集団資源回収の量は含まれません。
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資料７



燃えるごみの量の変化
資料８　　

重量（ｔ） H25 H26 H27 H28 H29 H30

H25/H30

削減率 容量（千㍑） H25 H26 H27 H28 H29 H30

H25/H30

削減率

ごみとして処分するもの 8,175 8,710 6,719 6,607 5,848 5,802 -29.0% ごみとして処分するもの 61,096 65,070 41,788 41,095 35,029 34,686 -43.2%

生ごみ 7,604 8,099 8,283 8,145 8,852 8,817 16.0% 生ごみ 15,739 16,764 15,643 15,384 19,605 19,469 23.7%

剪定枝 286 304 212 209 140 134 -53.2% 剪定枝 1,692 1,803 985 968 674 671 -60.3%

 プラスチック製容器包装 1,494 1,591 1,313 1,291 1,503 1,489 -0.4%  プラスチック製容器包装 40,449 43,081 23,082 22,699 28,646 28,644 -29.2%

ペットボトル 66 70 39 38 79 76 15.8% ペットボトル 2,708 2,884 875 861 2,164 2,126 -21.5%

 びん・缶われもの 88 93 19 19 16 19 -78.3%  びん・缶われもの 169 180 0 0 0 0 -100.0%

新聞 110 117 97 95 136 134 21.6% 新聞 846 901 547 538 771 783 -7.4%

雑誌 462 492 116 114 104 95 -79.3% 雑誌 1,015 1,082 219 215 267 224 -78.0%

段ボール 220 234 39 38 108 115 -47.9% 段ボール 3,893 4,146 985 968 2,100 2,126 -45.4%

 ミックスペーパー（牛乳パック含む） 3,099 3,300 2,008 1,975 1,897 1,889 -39.0%  ミックスペーパー（牛乳パック含む） 38,418 40,918 22,974 22,591 20,782 20,700 -46.1%

 古着・古布（ウエス） 374 397 174 171 278 286 -23.4%  古着・古布（ウエス） 3,216 3,425 1,094 1,076 1,245 1,231 -61.7%

くつ・かばん 0 0 193 190 164 172 くつ・かばん 0 0 985 968 1,015 1,007

金属類 0 0 0 0 7 0 金属類 0 0 0 0 0 0

家電類 0 0 77 76 39 38 家電類 0 0 219 215 184 224

有害 0 0 19 19 15 19 有害 0 0 0 0 0 0

合計 21,977 23,407 19,308 18,987 19,186 19,085 -13.2% 合計 169,242 180,254 109,396 107,577 112,482 111,891 -33.9%

H25年度比 6.5% -12.1% -13.6% -12.7% -13.2% H25年度比 6.5% -35.4% -36.4% -33.5% -33.9%

（注）平成25年度の組成別の量は平成26年度の組成調査結果を採用。平成28年度の組成別の量は平成27年度の組成調査結果を採用。平成30年度の組成別の量は平成29年度の組成調査結果を採用。
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燃えるごみの各組成の重量と容量の比率

重量
（ｔ）

割合
容量

（千㍑）
割合 7ℓ袋 15ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

ごみとして処分す
るもの

5,797 30.40% 34,657 31.00% 2.17 4.65 9.3 13.95

生ごみ 8,810 46.20% 19,453 17.40% 1.218 2.61 5.22 7.83

剪定枝 133 0.70% 671 0.60% 0.042 0.09 0.18 0.27

プラスチック製
容器包装

1,487 7.80% 28,620 25.60% 1.792 3.84 7.68 11.52

ペットボトル 76 0.40% 2,124 1.90% 0.133 0.285 0.57 0.855

びん・缶
われもの

19 0.10% 0 0.00% 0 0 0 0

新聞 133 0.70% 783 0.70% 0.049 0.105 0.21 0.315

雑誌 95 0.50% 224 0.20% 0.014 0.03 0.06 0.09

段ボール 114 0.60% 2,124 1.90% 0.133 0.285 0.57 0.855

ミックスペーパー
（牛乳パック含む）

1,888 9.90% 20,682 18.50% 1.295 2.775 5.55 8.325

古着・
古布（ウエス）

286 1.50% 1,230 1.10% 0.077 0.165 0.33 0.495

くつ・かばん 172 0.90% 1,006 0.90% 0.063 0.135 0.27 0.405

金属類 0 0.00% 0 0.00% 0 0 0 0

家電類 38 0.20% 224 0.20% 0.014 0.03 0.06 0.09

有害 19 0.10% 0 0.00% 0 0 0 0

合計 19,069 100.00% 111,796 100.00% 7 15 30 45

ごみ袋の中に入っている容量（ℓ）

項目

平成30年度の燃えるごみ

左記の表の容量の割合を用いて、家庭系指定袋に各組成のごみがどれだけ入っているかを計算。

なお、各袋ともごみの容量が一杯に入っている状況（例：４５ℓの袋に４５ℓのごみが入っている）を前提に計算。

資料９



  資料１０ 

小学 4年生のごみ学習 

『ごみ収集体験学習』 

○概要 

 燃えるごみやプラスチック製容器包装がどのように回収されているかを理解しても

らい、ごみの分別やごみを減らすことの重要性を学んでもらいます。 

・パッカー車の種類の説明 

・ごみの分別方法の説明 

（燃えるごみ、プラスチック製容器包装、ダンボール等） 

・ごみの収集方法の実演 

・ごみの収集体験 

・パッカー車への乗車体験 

・質疑応答 

 

○人数 

年度 児童数(人) 

H29年度 1,194 

H30年度 1,189 

R01年度 1,152 

 

 

『生駒市清掃センターの見学』 

○概要 

 燃えるごみがどのように処理されているかを理解してもらい、ごみ処理の大変さや

リサイクルの重要性を学んでもらいます。 

 ・生駒市清掃センターの紹介ビデオの視聴 

 ・生駒市清掃センターの設備の見学 

 （ごみ計量機、中央制御室、ごみクレーン、焼却炉等）  

 ・展示コーナーの見学 

 （生駒市清掃センターの模型、 

  燃え残った金属ごみ等） 

 ・質疑応答 

 

○人数 

年度 児童数(人) 

H29年度 1,163 

H30年度 1,188 

R01年度 1,151 

 

ごみクレーンの見学 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

ごみの収集体験 



資料１１
ごみ減量市民会議活動実績総括(平成２８年度～令和元年度)

活動項目 内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

H28年度

★第１回
7/29

★第2回
9/5

★第3回
10/24

☆啓発チラシ作成
№1(内容：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
製容器包装・ﾐｯｸｽ
ﾍﾟｰﾊﾟｰ・ｼｭﾚｯﾀﾞｰご
み・生ごみ処理器)

★第4回
12/16

★第5回
2/16

H29年度

★第１回
4/14

☆啓発チラシ作成
№2(内容：ﾐｯｸｽﾍﾟｰ
ﾊﾟｰ・ﾘﾕｰｽの取り組
み・小型家電回収)

★第2回
7/10

★第3回
10/10

☆啓発チラシ作成
№3(内容：指定ごみ
袋のｻｲｽﾞ・生ごみ減
量《処理器、ｴｺｸｯｷﾝ
ｸﾞ》・ｷｴｰﾛ)

★第4回
12/20

★第5回
2/20
★先進地視察
2/5　斑鳩町

◎ごみ組成調査
3/8、3/9

H30年度

★第１回
4/13

☆啓発チラシ作成
№4(内容：組成調査
実施結果・目標達成
状況・食品ロスを減
らす取り組み・キ
エーロモニター募集)
★広報分科会(第１
回)
5/14

★第2回
7/9
☆啓発チラシ作成
№5(内容：食品ロス
を減らしましょう・自
治会懇談会・キエー
ロ製作講座)
★広報分科会(第2
回)
7/2

★広報分科会(第3
回)
9/25

★第3回
10/10

☆食品ロス削減チラ
シ作成(内容：「食品
ロス」ってなに?・消
費期限と賞味期限
の違いを理解して・
「食品ロス」を減らす
ためにできること)
★広報分科会(第4
回)
11/12

★第4回
12/20

★第5回
2/20
★広報分科会(第５
回)
2/8

Ｒ元年度

★第1回
4/12

★第2回
6/7

★第3回
7/16

H28年度
団体名・自治会名
開催日
参加者数

■萩の台住宅地
10/6
36名

■あすか野
11/6
18名

■小明台
1/9
30名

■辻町ｱｰﾊﾞﾝﾗｲﾌ
2/19
20名

H29年度
団体名・自治会名
開催日
参加者数

■寿大学
5/16
5/17
16名

■ひかりが丘
12/3
不用品交換会参加者

■壱分町西
12/15
32名

H30年度
団体名・自治会名
開催日
参加者数

■寿大学
5/16
5/17
11名

■壱分東
6/15
34名

■鹿ノ台
7/15
27名
■谷田町
7/21
31名

■東旭ヶ丘
11/18
47名

■北大和
12/8
28名
■久保
12/14
26名

■萩原町
2/24
30名

Ｒ元年度

H28年度
行事名
開催日
参加者等

◇いこま博
11/13
シールアンケート参
加者　528名

H29年度
行事名
開催日
参加者等

◆環境フェスティバ
ル6/25
シールアンケート参
加者　660名

▼１日環境教室
8/2
22名

◇いこま魅力博
11/12
シールアンケート参
加者　535名

▽エコクッキング教
室(公募)
2/23
30名

H30年度
行事名
開催日
参加者等

◆環境フェスティバ
ル6/24
シールアンケート参
加者　900名

▼１日環境教室
8/8
22名

▽エコクッキング
8/28(北小学童)
31名

■地域ぐるみ文化祭
10/27
80名

◇いこま魅力博
11/11
シールアンケート参
加者　754名
▽エコクッキング
11/27(公募)
16名
▽エコクッキング
11/30(生駒幼)
41名

▽エコクッキング教
室(健推研修会)
1/30
26名

▽エコクッキング
3/28(真弓小学童)
51名

Ｒ元年度

3

★ごみ減量市民会
議

☆啓発チラシ作成

◎ごみ組成調査

2 ■懇談会等

ＮＯ
　

　 1

◆環境フェスティバ
ル
◇いこま魅力博
▼１日環境教室
▽エコクッキング教
室



資料１１
活動項目 内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

H28年度
行事名
開催日
参加者等 H28年度累計

106台

H29年度
行事名
開催日
参加者等

●「プランターdeキ
エーロ使い方」パン
フレット作製

●キエーロ製作講座
6/3・10・11
37名

●夏休み環境自由
研究「ごみキエーロ
しよう!」
7/22・23
56名

●キエーロ製作講座
萩の台住宅地
8/4
20名

●いこま魅力博
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
11/12
モニター　16名

●ひかりが丘
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
12/3
モニター　6名
　
●壱分西
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
12/15
モニター　3名

●市窓口
12月～3月
モニター　5名

H29年度累計
144台

H30年度
行事名
開催日
参加者等

●環境フェスティバ
ル　6/24
啓発・モニター募集
モニター　21名

●キエーロ製作講座
6/30
20名

●キエーロ製作講座
7/7※雨天中止
モニター　17名

●夏休み環境自由
研究「ごみキエーロ
しよう!」
7/21・22
46名

●鹿ノ台
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
7/15
モニター1名

●谷田町
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
7/21
モニター2名

●地域ぐるみ文化祭
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
10/27
モニター　6名

●いこま魅力博
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
11/11
モニター　14名

●エコクッキング
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
11/27
モニター　3名

●北大和
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
12/8
モニター　6名
　
●久保
啓発・ﾓﾆﾀｰ募集
12/14
モニター　1名

●市窓口等
6月～12月
モニター　7名

●アンケート返送対
象者に虫や臭いの
対処法チラシを郵送
（98件）

H30年度累計
現時点
151台

Ｒ元年度
行事名
開催日
参加者等

●キエーロ製作講座
6/29
17名
6/30
15名

●夏休み環境自由
研究「ごみキエーロ
しよう!」
7/20
65名（予定）
※人数確定後修正
します

H28年度

5/1号
〇環境フリーマー
ケット参加者募集

6/1号
〇リユースできる家
具などの回収

8/1号
〇環境フリーマー
ケット参加者募集

10/1号
〇環境フリーマーケッ
ト参加者募集

11/1号
〇家庭系指定ごみ
袋の仕様変更

12/1号
〇テレビなどの処分
方法

H29年度

5/1号
〇環境フリーマー
ケット参加者募集

7/1号
〇１日環境教室の参
加者募集

8/1号
〇環境フリーマー
ケット参加者募集

10/1号
〇小型家電のオリン
ピックメダルプロジェク
ト
〇環境フリーマーケッ
ト参加者募集

11/15号
〇テレビなどの処分
方法

１月合併号
〇エコクッキング教
室の参加者募集
〇有料化による収入
と使い道公表
〇リユースできる家
具などの回収拡充

2/1号
〇環境フリーマー
ケット参加者募集
2/15号
傘の出し方等変更に
ついて

3/1号
小型家電回収ボック
スを増設

H30年度

5/1合併号
〇フードドライブ定
期開催
〇環境フリーマー
ケット参加者募集

6/1号
○生ごみ処理器「キ
エーロ」製作講座参
加者募集
6/15号
○フードドライブにつ
いて

7/1号
〇１日環境教室の参
加者募集

8/1合併号
○フードドライブ延
長について
〇環境フリーマー
ケット参加者募集

10/1号
〇環境フリーマーケッ
ト参加者募集

11/1号
〇テレビなどの処分
方法
〇エコクッキング教
室の参加者募集

１月合併号
〇有料化による収入
と使い道公表

2/1号
〇環境フリーマー
ケット参加者募集

Ｒ元年度

4/1号
○フードドライブにつ
いて

5/15合併号
○プラスチック製容
器包装ごみの分別
について

6/1号
○生ごみ処理器「キ
エーロ」製作講座参
加者募集

7/1号
〇１日環境教室の参
加者募集

１月合併号
〇特集(6ページ)
・ごみ有料化再確認
・有料化による収入と使い道公表
・燃えるごみのデータ
・ごみ減量市民会議座長インタビュー
〇小型家電回収ボックス増設
2/1号
〇環境フリーマーケット参加者募集

●キエーロ啓発4

5 〇広報

●市民会議メンバーによる

キエーロトライアル

●製作講座参加者へのア

ンケート(１年経過後)

●製作講座参加者へのア

ンケート(１年経過後)



 

 

生駒市一般廃棄物(ごみ)処理基本計画｢ごみ半減プラン｣の策定から  

ごみ減量市民会議設置までの経緯 
 

平成 23 年 5 月 生駒市一般廃棄物(ごみ)処理基本計画｢ごみ半減プラン｣の策定 

｢ごみ半減プラン｣では、循環型社会、低炭素社会の構築による持続可能な社会の実現に向けて、

平成 23 年度から 32 年度までの 10 年間でごみの焼却量を半減するという目標を設定。 

 

平成 23 年度｢生駒市ごみ有料化等検討委員会｣での検討 

有識者、各種団体関係者、公募市民が参加する｢生駒市ごみ有料化等検討委員会｣を設置し、｢ごみ

半減プラン｣の重点施策の１つである｢家庭系ごみへの有料制の導入」について、約１年間にわた

り検討。 

その結果、その時点で有料化を導入することへの同意には至らず、まずは、市民、事業者、行政

が協働でごみ減量のためにできることをやった上で、燃やすごみを半減するという目標達成のた

めにはやむを得ないと判断される場合には、有料化を導入すべきという意見に集約された。 

 

平成 24 年 4 月～25 年 9月｢生駒市ゴミ半減会議｣を設置し、｢ごみ半減トライアル計画｣を実施 

生駒市ごみ有料化等検討委員会からの答申を受け、平成 24 年 4 月から｢ごみ半減トライアル計画｣

を実施。 

 

平成 25 年 10 月｢ごみ半減トライアル計画｣の検証 

1年半にわたるごみ半減トライアル計画の結果を生駒市ごみ半減会議が検証し、報告書にまとめ、

平成 25 年 12 月に市長と市議会に提出。 

 

平成 26 年 3 月 生駒市議会定例会で可決 

生駒市ごみ半減会議の報告を受け、平成 26 年 3 月生駒市議会定例会に家庭ごみ有料化を提案し、

本会議で可決。 

 

平成 27 年 4 月 家庭ごみ有料化開始 

平成 27 年度 1 年間の家庭ごみ集積所での収集量は、平成 26 年度比 13.8％削減。 

 

平成 28 年度 7月 「生駒市ごみ減量市民会議」活動開始 

燃えるごみのさらなる削減をめざし、市民・事業者・行政の連携でごみ減量に向けた活動を実践

する｢生駒市ごみ減量市民会議｣を設置。 
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ごみ半減トライアル計画とは… 

 

｢生駒市ごみ有料化等検討委員会｣の答申を受け、ごみ有料化以外の方法で、市民・事業者・行

政が連携して、知恵を絞り汗をかいて燃えるごみの減量に取組もうというもの。 

トライアル計画の核となるのはモデル地区の取組みで、ごみ半減プランに掲げられている重点

施策を中心に、その時点のシステムの中で実践できるあらゆる手段でごみの減量に取組んだ。 

[モデル地区の取組みの具体例] 

・自治会回覧等での意識哲発 

・各戸を訪問しての協力依頼 

・ミックスペーパー分別シール配布による分別強化 

・懇談会・意見交換会の実施による情報提供や疑問点の解決 

・水切りの徹底やキエーロ使用による生ごみ削減 

など 

 

 

ごみ半減トライアル計画の結果、燃えるごみの量は、モデル事業開始前と比べて約 3.7％の削減

にとどまった。 

市内全域と比べると、比較的協力が得やすいモデル地区であっても大幅な削減はできなかった

こと、モデル地区と同様の取組みを全市展開した場合をシミュレーションすると、平成 32 年度の

燃えるごみの削減率は 11.8％になると予想されることなどから、生駒市ごみ半減会議では燃える

ごみ半減のためには有料化の導入はやむを得ないという結論に至った。 

 

ただし、有料化の導入だけでは半減は達成できないと考えられるため、燃えるごみ半減という

目標を達成するためには、有料化と併せて生ごみの分別収集や、市民・事業者・行政が協力して

一層の啓発やごみ減量のための行動を実践するなど更なる努力が必要であるという意見、及び、

今後の取組みについての提言を添えて報告書として提出した。 

 



ごみ排出量の推移及び目標達成状況

資料

集積所及び清掃リレーセンターでの家庭系燃えるごみ
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

25 26 27 28 29 30

家庭系燃えるごみ（ｔ）

年度 25 26 27 28 29 30
家庭系燃えるごみ(ｔ) 21,977 23,407 19,308 18,987 19,186 19,085
対２５年度比(％) 100.0 106.5 87.9 86.4 87.3 86.8
　〃　削減率(％) 0.0 △ 6.5 12.1 13.6 12.7 13.2

年度

（ ｔ ）

ごみ袋の透明化

H19.11.1

H16～H18平均22,936t

H20～H22平均21,701t

※5.4%削減 ①

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装収集開始

ﾐｯｸｽﾍﾟｰﾊﾟｰ等行政回収開始

H23.10

H20～H22平均21,701t

H24～H25平均20,741t

※4.4%削減 ②

※清掃リレーセンターでの家庭系燃えるごみは含みません。

家庭系ごみ袋有料化

H27.4.1

H24～H25平均20,741t

H27～H30平均18,315t

※11.7%削減 ③

①

②

③

年度

（ ｔ ）
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（単位：ｔ）

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

新聞 2,192 2,170 2,212 2,184 2,188 1,767 2,294 2,252 2,089 1,907

雑誌 534 522 577 599 609 550 794 798 778 757

段ボール 310 311 332 347 359 327 449 452 437 420

ミックスペーパー 2 5 6 8 13 32 39 37

牛乳パック 10 11 13 15 16 14 19 18 19 17

ウェス 163 170 212 203 204 206 301 283 286 279

かばん、くつ 2 5 7 8 8 20 23 17 13

団体数(団体) 131 137 143 146 151 151 154 154 154 154

（注）集団資源回収量は市の収集とは別に回収し直接資源化されるため、市の資源ごみの量とは別に取り扱う。

集団資源回収の量

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（ｔ） 集団資源回収量

かばん、くつ ウェス 牛乳パック ミックスペーパー 段ボール 雑誌 新聞

平成２７年４月１日

有料化開始
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ごみ減量市民会議本会議の開催 

 

平成２８年度 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 1 回) 

平成 28 年 7 月 29 日(金) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 

会議次第 

（１）座長・座長代行の互選について 

（２）活動内容と今後の取組について 

（３）「ごみ減量化に向けて」アンケート（案）について 

（４）その他 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 2 回) 

平成 28 年 9 月 5 日(月) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 

会議次第 

（１）今までの経緯（トライアルで行ったことのポイント） 

（２）平成 28年度ごみ減量市民会議活動計画（案） 

（３）自治会懇談会について 

（４）いこま博での啓発活動について 

（５）キエーロトライアル 

（６）その他 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 3 回) 

平成 28 年 10 月 24 日(月) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 

会議次第 

報告事項 

（１）萩の台住宅地自治会懇談会について 

（２）「ごみ減量化に向けて」アンケートについて（中間報告） 

協議事項 

（１）自治会懇談会について 

（２）いこま博での啓発活動について 

（３）その他 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 4 回) 

平成 28 年 12 月 16 日(金) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 

会議次第 

報告事項 
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（１）あすか野自治会懇談会について 

（２）いこま博での啓発活動について 

（３）「ごみ減量化に向けて」アンケートについて 

協議事項 

（１）自治会懇談会について 

  ・西地区自治連合会 

  ・中地区自治連合会 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 5 回) 

平成 29 年 2 月 16 日(木) 午後 3 時 00 分～午後 5 時 20 分 

会議次第 

報告事項 

（１）小明台自治会懇談会について 

（２）平成 28年度活動実績について 

協議事項 

（１）平成 29年度の活動計画案について 

（２）自治会懇談会について 

  ・辻町アーバンライフ自治会 

 

平成２９年度 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 1 回) 

平成 29 年 4 月 14 日(金) 午後１時 30 分～午後 3 時 40 分 

会議次第 

報告事項 

（１）辻町アーバンライフ自治会懇談会について 

協議事項 

（１）平成 29年度の事業活動計画案について 

（２）いこま寿大学実務講習会について 

（３）環境フェスティバル 

（４）生ごみ処理器「キエーロ」製作講座 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 2 回) 

平成 29 年 7 月 10 日(月) 午後１時 30 分～午後 3 時 40 分 

会議次第 

報告事項 

（１）いこま寿大学実務講習会について 
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（２）生ごみ処理器「キエーロ」製作講座について 

（３）環境フェスティバルについて 

協議事項 

（１）生駒市ごみ減量市民会議の目的の再確認について 

（２）夏休み環境自由研究 「ごみキエーロしよう!」 

生ごみ処理器「キエーロ」製作講座  

（３）一日環境教室 

（４）分科会について 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 3 回) 

平成 29 年 10 月 10 日(火) 午後１時 30 分～午後 3 時 25 分 

会議次第 

報告事項 

（１）夏休み環境自由研究「ごみキエーロしよう!」 

生ごみ処理器「キエーロ」製作講座実施結果 

（２）一日環境教室実施結果 

（３）生ごみ処理器「キエーロ」アンケート集計結果 

協議事項 

（１）前回会議での分科会について  

（２）いこま魅力博での啓発活動について 

（３）自治会懇談会について 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 4 回) 

平成 29 年 12 月 20 日(水) 午後１時 30 分～午後 2 時 40 分 

会議次第 

報告事項 

（１） いこま魅力博での啓発活動について 

（２） 自治会懇談会について 

・ひかりが丘自治会 

・壱分町西自治会 

（３） 生ごみ処理器「キエーロ」アンケート集計結果 

協議事項 

（１） 先進地視察研修について 

（２） エコクッキング教室について 

（３） ごみ減量市民会議活動実績総括について 
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・生駒市ごみ減量市民会議(第 5 回) 

平成 30 年 2 月 20 日(水) 午後 3 時 00 分～午後 5 時 00 分 

会議次第 

報告事項 

（１） 先進地(斑鳩町ゼロ・ウェイスト)視察研修について 

（２） 前回会議での確認事項について 

    ・ごみ減量市民会議の目標達成状況 

    ・他市での生ごみ処理器の利用率 

（３） 平成 29年度活動実績について 

協議事項 

（１） 食品ロスの取り組みについて  

（２） 平成 30年度の活動計画案について 

（３） ごみ組成調査の実施について 

 

平成３０年度 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 1 回) 

平成 30 年 4 月 13 日(金) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 40 分 

会議次第 

新メンバー紹介及び会議の概要紹介 

報告事項 

（１）エコクッキング教室について 

（２）ごみ組成調査について 

（３）フードドライブについて  

 

協議事項 

（１）自治会長への懇談会開催依頼について  

（２）減量市民会議チラシの改訂について 

（３）壱分町東自治会懇談会について 

（４）環境フェスティバルの開催について 

（５）いこま寿大学実務講習について 

（６）生ごみ処理器「キエーロ」製作講座 

（７）夏休み環境自由研究 「ごみキエーロしよう!」 

生ごみ処理器「キエーロ」製作講座  

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 2 回) 
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平成 30 年 7 月９日(月) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 35 分 

会議次第 

新メンバー紹介 

報告事項 

(1) いこま寿大学実務講習会について 

(2) 壱分東自治会懇談会について 

(3) 環境フェスティバルについて 

(4) ごみ組成調査結果について 

(5) ごみ減量市民会議チラシの作成について 

協議事項 

(1)懇談会開催について 

(2)一日環境教室 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 3 回) 

平成 30 年 10 月 10 日(水) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 38 分 

会議次第 

報告事項 

(1) 鹿ノ台自治連合会資源物個別回収委員会（連合会役員含む。） 

懇談会について 

(2) 谷田町自治会懇談会について 

(3) 生ごみ処理器「キエーロ」製作講座実施結果について 

(4) 夏休み環境自由研究「ごみキエーロしよう!」 

生ごみ処理器「キエーロ」製作講座実施結果について 

(5) 一日環境教室実施結果について 

(6) 子どものエコクッキング教室実施結果について 

協議事項 

(1)生駒市北中学校校区地域づくり文化祭について 

(2)いこま魅力博での啓発活動について 

(3)懇談会(東旭ヶ丘自治会)開催について 

(4)エコクッキング教室の開催について 

(5)食品ロスチラシの作成について 

分科会 

その他 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 4 回) 

平成 30 年 12 月 20 日(木) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 15 分 
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会議次第 

 報告事項 

(1)北中学校校区地域ぐるみ文化祭啓発活動実施結果について 

(2)いこま魅力博での啓発活動実施結果について 

(3)懇談会実施結果について 

 ・東旭ヶ丘自治会 

  ・北大和自治会 

 ・久保自治会 

(4)エコクッキング教室の実施結果について 

 ・エコクッキング(公募分) 

 ・生駒幼稚園エコクッキング教室 

(5)食品ロスチラシについて 

(6)生ごみ処理器「キエーロ」アンケート集計結果について 

協議事項 

(1)懇談会開催について 

  ・萩原町自治会 

日時 平成３１年２月２４日（日）１０：００～１１：３０ 

 場所 萩原町自治会館（生駒市萩原町２２７−１） 

(2)広報いこまちへの掲載について 

その他 

 

・生駒市ごみ減量市民会議(第 5 回) 

平成 31 年 2 月 20 日(水) 午後 3 時 30 分～午後 5 時 30 分 

会議次第 

 報告事項 

 (1)エコクッキング教室の実施結果について 

(2)平成 30 年度活動実績について 

協議事項 

(1)平成 31 年度の活動計画案について 

(2)平成 31年 7月以降の活動について 

(3)広報いこまちへの掲載について 

(4)エコクッキング教室 

開催日時 平成３１年３月２８日（木）午前１０時００分～１２時００分 

場  所 北コミュニティセンターISTA はばたき ２階 調理室 

対  象 学童生徒(真弓小学校)  

その他 
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広報による啓発活動 

 

○広報分科会の活動 

広報部会の役割について 

   ・ごみ減量市民会議の下部組織として、広報部門を担う。 

   ・ごみ減量市民会議に広報に関する提案をする。 

   ・ごみ減量市民会議が広報すべきと決定した内容を具体的に記事・ちらし等として作

成し、ごみ減量市民会議で承認を得た後、発行する。 

 

・平成３０年５月１４日（第１回） 

１．広報部会の役割について 

   

２．今年度重点的に広報する内容 

   食品ロスについて 

 

３．広報「いこまち」への掲載について 

   

４．ごみ減量市民会議チラシの改訂について 

    

５．今後のスケジュールについて 

   ・今後のごみ減量市民会議開催第２回～第５回に合わせて、チラシのフォームで、No.

５～No.８の広報を作成し、市民会議に提案する。 

   ・No.５の内容は、環境フェスティバル、自治会懇談会、キエーロ制作講座の報告。 

    今後の市民会議のスケジュールも記載する。 

       

・平成３０年７月２日（第２回） 

１．チラシ No.5について 

   ・表面 環境フェスティバル 

    裏面 上段：壱分町東自治会懇談会  下段：キエーロ製作講座 

   ・各記事の担当者から案を出し、検討。 

   ・修正点を反映したチラシ案を事務局にまとめていただき、市民会議に提案する。 

 

２．広報「いこまち」への掲載について 

   ・何回かに分けて記事を掲載してもらう案と、特集記事を掲載してもらう案を市民会

議に提案する。 ⇒ 市民会議で方針を決定し、市民会議から広報公聴課へ依頼す

る。 
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３．次回の分科会とその内容 

   ・生駒市で食品ロスに関するリーフレットを今年度中に作成予定（国の補助あり） 

    次回の分科会は、チラシ No.6を検討する代わりに上記リーフレットの内容を検討

し、啓発に活用する。 リーフレットの素案は事務局が作成。 

 

・平成３０年９月２５日（第３回） 

 １．食品ロスチラシの素案について 

 

・平成３０年１１月１４日（第４回） 

 １．広報いこまちへの掲載案のまとめ 

 

・平成３１年２月８日（第５回） 

 １．広報いこまち５月１５日合併号掲載に向けての掲載案について 

 

 

 



  資料１７ 
 

 

その他の活動 

 

平成２８年度 

平成２８年１１月 啓発チラシＮo1作成 

 プラスチック製容器包装、ミックスペーパー、シュレッターごみ、生ごみ処理器に関する

内容 

 

平成２９年度 

平成２９年５月 啓発チラシＮo２作成 

 ミックスペーパー、リユースの取り組み、小型家電回収に関する内容 

平成２９年８月２日 一日環境教室参加 

 〔見学施設〕   ・くるくる館（生駒市北田原町） 

・㈱リサイクル・アンド・イコール（大阪府寝屋川市） 

平成３０年１１月 啓発チラシＮo３作成 

 指定ごみ袋のサイズ、生ごみ減量、キエーロに関する内容 

 

平成３０年２月５日 

 先進地（斑鳩町）視察 

 

平成３０年度 

平成３０年５月  啓発チラシＮo４作成 

 ごみ組成調査実施結果、目標達成状況、食品ロスを減らす取組、キエーロモニター募集に 

関する内容 

平成３０年７月  啓発チラシＮo５作成 

 食品ロス、自治会懇談会、キエーロ製作講座に関する内容 

平成３０年８月８日 一日環境教室参加 

 〔見学施設〕  ・㈱マツユキリサイクル（生駒市北田原町） 

・㈱リバース（大阪府泉南市） 

平成３０年１１月 食品ロス削減チラシ作成 

  

 

 

 

 

 


